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現在、松之山撚糸さんでは織物を修正する仕事を主に行

っています。また、工場の2階では「よしざわ友禅松之出

二£場」として3名の方が手描作業を行っていました。

稀の鰭は、鰍線沿織こ飯露で20幅嫉ヒの方が

いるそうですが、その中で松之由が一番古く24年だそうで

す。また、技術面でもトップクラスとのことでした。

　作業は、絹の布地に綱い線で下書きされた絵柄に色を入

れて行くという大変に緬かな仕事です。手描の難しいとこ

ろは「手早くしないと色が変わってしまうこと。夏と冬で

はその描き方も違うこと。」だそうです。i反の反物を描き

上げるに難しい物で、1週闘はかかるとのことでしたが、

それだけに完成したときの喜び駄きレ壮話していました・

、、呂軍活．、螺偽．瞳亭紅、
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翔太ちゃん　栂1！赴峠1さん媛．男

　　　　北浦照〈かめや〉
蘇霞ちゃん　轟、橋秀樹さん叢女

　　　　1天水擶（禽〉

お《幣ゐ《鶴愈》

樋1．1サダさん　　8｛タ歳

　　　　 兎鑓（坂中）

騰谷一一敏さん　　　56歳

　　　　，磁禽（中村）
剥珪治三三郎さん　65歳

　　　　紘・浦磁（中）
久保田’スさん　85歳

　　　　藤療　（磁1丸麗〉
佐三藤未太郎さん　66歳

　　　　天水越（、楽撚）
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※6月王鶏から30総まで0）掻出分ですα

※広報に載せてほしくない方は、属繍のとき

に窓1貰にお話しくださいぴ

　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　6・6・27
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β農で6簸斑地購購町集町地衛で
　業）月人・区消総溝落探区盆き

認義
ジ凋瞳」髪

〔
一今月号の蓑紙　　　　　　、

　今∫1は、ゆきぐに森趣組倉で働
　く皆さんの職場へお郷魔しました。
　皆乍叢移鍬始は、　＄鋒寺め・らとのこと

　でしたが、作婁場に到麟するなワ
　翠・速に．藁刈り機のエンジンを娘勒

　し、作叢が、嫡まりましたΦ

藤響欝／

編
集
後
記

　
よ
う
や
く
得
ち
に
待
っ
た
繭
が
隣

り
ま
し
た
。
雨
を
待
っ
て
い
た
の
は

人
闘
だ
け
で
な
・
＼
櫨
物
や
鳥
も
岡

じ
だ
つ
た
と
思
い
ま
す
ゆ
▼
山
を
歩

く
と
轡
魯
の
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
が
雨
に

濡
れ
、
と
て
も
き
れ
い
で
す
。
や
は

り
、
ア
ジ
サ
イ
は
梅
爾
縛
が
よ
く
お

似
舎
い
の
よ
う
で
す
、
▼
梅
雨
ン
碁

う
と
こ
の
時
期
に
楽
し
み
な
も
の
が

あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
、
町
の
鳥
ア
カ

シ
翼
ウ
ビ
ン
の
鱒
り
が
聞
ア
）
、
激
る
と

需
う
こ
と
で
す
．
今
葎
は
、
い
つ
に

な
く
た
く
さ
ん
の
簿
が
聞
か
れ
で
い

壽
す
。

一町の動き　　　一、

　　　5月ま鷺現二窪

　総人鷺3，599人（一3）

　　男i，744人←一2）

　　女王，855人（一支）

　鍵帯数1，播5戸（＋1〉

！、2璽聾i璽」
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き
る
も
の
㎜
や
「
将
来
の
松
之
山
町

に
っ
い
て
知
　
「
観
光
施
設
に
つ
い
て
し

「
特
産
品
に
つ
い
て
」
　
「
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
し
そ
し
て
燭
町
濡
性
化
の

た
め
の
意
見
・
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

達
ズ
㎞
な
ど
ナ
脳
項
霞
に
つ
い
て
町

民
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

や
は
り
「
温
泉
㌧
二
位
は
「
大
厳
寺

高
原
」
三
位
「
婿
投
げ
、
ス
ミ
ぬ
り

祭
り
し
の
順
で
し
た
。
グ
ラ
フ
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の
十
月
に
町
民
を
対
象
と
し
た
『
松
之

転
講
蕪
難
講
羅
琳
膿

　
　
　
懸
欝

　
　
　
　
　
　
　
改
善
を
合
わ
せ
て
、
地
域
内
資
源
の
活
絹
に
よ
る
地
域
経
済

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
灘
轟
糀
姦
嚢
め
、
施
設
．
特
産
晶
身
べ
ζ
な
あ
霧

　
　
　
　
縫
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
。
査
を
実
施
し
ま
し
た
．
今
園
の
調
蛮
結
果

　
　
　
　
ま
え
、
今
後
の
活
性
化
事
業
に
役
立
て
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

．
麟

　
　
　
驚
導
で
、
こ
の
春
に
調
査
報
告
警
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回

　
　
　
　

　
　
は
馨
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

哩豊繋恥

活
性
化
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
種

　
調
嶽
対
象
考
は
、
町
人
欝
の
約
一

翻
に
あ
た
る
三
六
〇
人
か
ら
意
見
を

集
約
す
る
た
め
、
各
地
区
・
年
代
．

性
溺
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
選

出
し
ま
し
た
。

　
回
答
部
数
は
、
二
一
三
部
（
回
収

率
五
九
・
一
％
）
で
し
た
。

　
調
奮
の
内
容
は
、
　
「
跡
で
自
慢
で

町
の
活
性
化
は
観
光

　
鱒
地
域
金
体
の
活
性
化
を
園
る
た

め
に
特
に
核
と
な
る
べ
き
振
興
は
㎞

の
問
い
で
は
、
　
「
観
光
振
興
し
が
五

六
・
八
％
と
単
数
以
上
を
し
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
「
農
業
振
興
し
「
工

薬
振
興
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屡
住
地
劉
で
は
「
松
之
山

地
区
」
「
三
雀
地
区
」
「
松
里
地
区
」

－
浦
騰
地
区
」
は
観
光
振
興
に
次
い

で
農
業
振
興
と
し
て
い
ま
す
が
、
「
布

川
地
区
し
だ
け
は
観
光
振
興
に
次
い

で
、
商
業
振
興
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

2

　
『
現
控
、
町
内
に
あ
る
も
の
の
中

で
膚
擾
で
き
る
も
の
は
（
上
位
順
に

三
つ
選
択
ζ
の
問
い
で
は
、
第
一
位

に
あ
げ
た
も
の
は
「
温
泉
篇
で
約
四

六
％
。
次
い
で
　
「
大
厳
轟
｝
高
原
㌧
婿

投
げ
、
ス
ミ
ぬ
り
祭
り
㌧
自
然
」
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
第
一
位
か
ら
第
三
位
ま
で

の
合
計
得
点
で
の
順
位
は
、
一
位
は

温　　泉

　45．6％

グラフ（1）

スキー場
　2．4％

　
％

他
3

　
2
0

のそ

班の趨慢

1位のもの

野、臨こけし

　　2．8％

林
％

人
3

美
2

麟殊，論
妻菜・山菜料理
　　　2．8％

整
備
充
実
は
ス
キ
ー
場

　
欄
既
存
の
観
光
施
設
の
整
備
を
盆

め
、
今
後
整
備
す
べ
き
施
設
は
（
上

位
順
に
七
つ
選
択
）
臨
の
問
い
で
は
、

町
罠
が
整
備
充
実
す
べ
き
観
光
施
設

で
第
一
位
に
あ
げ
た
も
の
は
、
　
「
ス

キ
ー
場
偏
で
二
八
・
二
％
と
巖
も
多

く
、
次
い
で
「
温
泉
プ
ー
ル
し
　
「
キ

ャ
ン
プ
場
」
　
「
霞
然
遊
歩
道
し
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
｝
位
か
ら
第
七
位
ま
で

の
合
謙
得
点
で
も
「
ス
キ
ー
場
し
が

六
七
・
五
％
と
“
最
も
名
／
く
、
次
い
で

「
運
動
公
園
」
　
「
温
水
プ
ー
ル
し
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
穎
た
に
つ
く
る
も
の
と
し

て
「
温
泉
に
入
り
、
食
事
が
で
き
、

土
産
最
が
一
か
所
で
出
来
る
施
設
し

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

％グラフ（2）一位のもの　酪囎

706050403020玉00
　　磁人28．6％　　　　　　　コシヒカリ

　　　50人23．5人　　　　　　しんこ餅

コシヒカリ

しんこ餅

干しゼンマイ

山葉

そば

撃簾の野莱

その地

ナメコ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

し
干
瞬
そ
季
そ
ナ
も
地
野
そ
特
玄
潟
団

土
産
は
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
『
あ
な
た
の
家
で
来
客
駕
の
土
産

昆
と
し
て
、
い
つ
も
用
意
す
る
も
の

（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ζ
の
問
い
で

は
、
第
一
位
に
「
慣
シ
ヒ
カ
リ
」
が

二
八
ニ
ハ
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
し
ん
ご
餅
」
「
干
し
ゼ
ン
マ
ィ
し

の
瀬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
鋤

　
ま
た
、
　
鞠
松
之
出
の
観
光
特
産
晶

と
し
て
、
更
に
充
実
さ
せ
た
い
も
の

（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ζ
の
問
い
で

は
、
第
一
位
に
「
し
ん
こ
餅
し
で
二

七
・
二
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
あ
ん
ぽ
し
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
し
「
山
菜

の
加
工
最
」
の
順
で
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
開
発
す
べ
き
観
光

特
産
酷
の
第
一
位
は
、
鉢
植
な
ど
の

　
「
山
野
葦
の
製
晶
化
し
の
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
贔
　
　
　
　
う

　
　
　
食
　
　
　
ゆ
き
　
　
品

　
　
シ
エ
　
　
　
じ
ま
　
　
エ

　
　
ケ
撫
嗜
ゆ
ん
ち
糖
雛

　
　
コ
地
昧
が
ま
・
カ
の
答

酒
鳥
の
製
米
泉
子
ッ
菜
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
山
無

鍬20灘彌
　　　n入5。2％

　　　　　2．8％

　　　　　2．8％

　　　　　1．4％

　　　　　o．9％

　　　　　0．9％

　　　　　O。5％

　　　　　o．5％

　　　　　0％
　　　　　o％
　　　　　0％
　　　　　o％
　　　　　0％
　　　　　0％
　　　　　4。2％

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

　
冊
町
の
行
事
で
集
客
力
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
何
が
良
い
と
思
い
ま

す
か
（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ご
で

は
、
最
も
築
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

の
第
一
位
は
「
婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

祭
り
」
が
二
三
・
五
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
真
夏
の
雪
祭
り
」
「
温
泉
祭

り
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
一
位
か
ら
第
五
位
ま
で

の
合
計
で
は
、
真
、
璽
の
．
雪
祭
り
し
が

ト
ッ
プ
で
し
た
。

　
ま
た
、
麗
’
に
魅
力
あ
る
イ
ペ
ン
ト

に
す
る
た
め
の
意
晃
と
し
て
「
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
』
や
「
イ
ベ
ン
ト
の
P

R
は
も
っ
と
お
金
を
か
け
て
大
々
的

に
や
る
」
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
の

企
颪
と
し
て
「
豪
雪
塾
し
や
「
の
ど

自
擬
大
会
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。苅

鷺
に
響
る
一

　
松
之
蜘
温
泉
旅
館
を
利
溺
し
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
一
六
二
名
（
醐
収
率

五
照
％
）
の
ご
協
力
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
登
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
奮
内
容
は
、
当
地
ま
で
の
交
通

機
関
や
目
的
そ
れ
と
観
光
施
設
な
ど

に
対
す
る
意
見
・
感
想
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

訪れたくない　玉．2％

条件が整えば

訪れたい

＼10．5％

ふたたび

　訪総麟・

ですが

訪れたい　87．7％

グラフ㈹
薬
効
の
高
い

温
泉
に
入
る
た
め

　
『
幾
地
篇
ど
ん
な
目
的
で
来
ら
れ

ま
し
た
か
恥
の
問
い
で
は
、
　
「
薬
効

の
高
い
温
泉
に
入
る
し
が
三
〇
・
二

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
、
繊
舎
の
素
朴
さ
㌧
畏

』
い
旅
館
（
料
理
を
含
め
て
）
が
あ
る

か
ら
』
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
史
跡
や
文
化
財
を
見
る
」
目
的

で
の
観
光
客
は
、
わ
ず
か
照
・
七
％

で
し
た
。
良
い
旅
館
に
泊
り
、
薬
効

の
高
い
温
泉
に
つ
か
っ
た
後
で
、
灘

然
の
中
で
「
史
跡
や
文
化
財
し
の
惰

報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
観
光
の
満
足
度

は
高
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ふ
た
た
び
松
　
山
を

　
　
　
　
訪
れ
て
み
た
い

　
鴨
鎖
地
を
再
び
訪
れ
た
い
と
思
い

ま
す
か
仙
の
問
い
で
は
、
　
「
訪
れ
た

い
」
が
八
七
・
七
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
秦
件
が
整
え
ば
訪
れ
盈

を
加
え
る
と
九
八
・
二
％
に
も
な
り

ま
し
た
。
来
町
の
動
機
（
キ
ッ
カ
ケ
）

で
も
「
以
前
に
来
て
よ
か
つ
た
」
と

す
る
観
光
客
蓼
西
・
七
％
も
い
る

こ
と
か
ら
継
続
し
て
松
之
山
温
泉
を

訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
と
推
澗
さ
れ

ま
す
。
グ
ラ
フ
給

　
ま
た
、
　
「
条
件
が
整
え
ば
訪
れ
た

い
」
の
条
件
と
し
て
は
．
道
路
の
整

備
、
案
内
標
識
や
交
通
機
関
が
充
実

さ
れ
れ
ば
」
に
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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き
る
も
の
㎜
や
「
将
来
の
松
之
山
町

に
っ
い
て
知
　
「
観
光
施
設
に
つ
い
て
し

「
特
産
品
に
つ
い
て
」
　
「
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
し
そ
し
て
燭
町
濡
性
化
の

た
め
の
意
見
・
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

達
ズ
㎞
な
ど
ナ
脳
項
霞
に
つ
い
て
町

民
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

や
は
り
「
温
泉
㌧
二
位
は
「
大
厳
寺

高
原
」
三
位
「
婿
投
げ
、
ス
ミ
ぬ
り

祭
り
し
の
順
で
し
た
。
グ
ラ
フ
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
の
十
月
に
町
民
を
対
象
と
し
た
『
松
之

転
講
蕪
難
講
羅
琳
膿

　
　
　
懸
欝

　
　
　
　
　
　
　
改
善
を
合
わ
せ
て
、
地
域
内
資
源
の
活
絹
に
よ
る
地
域
経
済

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
コ
ノ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
灘
轟
糀
姦
嚢
め
、
施
設
．
特
産
晶
身
べ
ζ
な
あ
霧

　
　
　
　
縫
か
か
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
。
査
を
実
施
し
ま
し
た
．
今
園
の
調
蛮
結
果

　
　
　
　
ま
え
、
今
後
の
活
性
化
事
業
に
役
立
て
て
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

．
麟

　
　
　
驚
導
で
、
こ
の
春
に
調
査
報
告
警
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回

　
　
　
　

　
　
は
馨
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

哩豊繋恥

活
性
化
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
種

　
調
嶽
対
象
考
は
、
町
人
欝
の
約
一

翻
に
あ
た
る
三
六
〇
人
か
ら
意
見
を

集
約
す
る
た
め
、
各
地
区
・
年
代
．

性
溺
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
均
等
に
選

出
し
ま
し
た
。

　
回
答
部
数
は
、
二
一
三
部
（
回
収

率
五
九
・
一
％
）
で
し
た
。

　
調
奮
の
内
容
は
、
　
「
跡
で
自
慢
で

町
の
活
性
化
は
観
光

　
鱒
地
域
金
体
の
活
性
化
を
園
る
た

め
に
特
に
核
と
な
る
べ
き
振
興
は
㎞

の
問
い
で
は
、
　
「
観
光
振
興
し
が
五

六
・
八
％
と
単
数
以
上
を
し
め
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
「
農
業
振
興
し
「
工

薬
振
興
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屡
住
地
劉
で
は
「
松
之
山

地
区
」
「
三
雀
地
区
」
「
松
里
地
区
」

－
浦
騰
地
区
」
は
観
光
振
興
に
次
い

で
農
業
振
興
と
し
て
い
ま
す
が
、
「
布

川
地
区
し
だ
け
は
観
光
振
興
に
次
い

で
、
商
業
振
興
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。

2

　
『
現
控
、
町
内
に
あ
る
も
の
の
中

で
膚
擾
で
き
る
も
の
は
（
上
位
順
に

三
つ
選
択
ζ
の
問
い
で
は
、
第
一
位

に
あ
げ
た
も
の
は
「
温
泉
篇
で
約
四

六
％
。
次
い
で
　
「
大
厳
轟
｝
高
原
㌧
婿

投
げ
、
ス
ミ
ぬ
り
祭
り
㌧
自
然
」
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
第
一
位
か
ら
第
三
位
ま
で

の
合
計
得
点
で
の
順
位
は
、
一
位
は

温　　泉

　45．6％

グラフ（1）

スキー場
　2．4％

　
％

他
3

　
2
0

のそ

班の趨慢

1位のもの

野、臨こけし

　　2．8％

林
％

人
3

美
2

麟殊，論
妻菜・山菜料理
　　　2．8％

整
備
充
実
は
ス
キ
ー
場

　
欄
既
存
の
観
光
施
設
の
整
備
を
盆

め
、
今
後
整
備
す
べ
き
施
設
は
（
上

位
順
に
七
つ
選
択
）
臨
の
問
い
で
は
、

町
罠
が
整
備
充
実
す
べ
き
観
光
施
設

で
第
一
位
に
あ
げ
た
も
の
は
、
　
「
ス

キ
ー
場
偏
で
二
八
・
二
％
と
巖
も
多

く
、
次
い
で
「
温
泉
プ
ー
ル
し
　
「
キ

ャ
ン
プ
場
」
　
「
霞
然
遊
歩
道
し
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
｝
位
か
ら
第
七
位
ま
で

の
合
謙
得
点
で
も
「
ス
キ
ー
場
し
が

六
七
・
五
％
と
“
最
も
名
／
く
、
次
い
で

「
運
動
公
園
」
　
「
温
水
プ
ー
ル
し
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
穎
た
に
つ
く
る
も
の
と
し

て
「
温
泉
に
入
り
、
食
事
が
で
き
、

土
産
最
が
一
か
所
で
出
来
る
施
設
し

と
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

％グラフ（2）一位のもの　酪囎

706050403020玉00
　　磁人28．6％　　　　　　　コシヒカリ

　　　50人23．5人　　　　　　しんこ餅

コシヒカリ

しんこ餅

干しゼンマイ

山葉

そば

撃簾の野莱

その地

ナメコ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

し
干
瞬
そ
季
そ
ナ
も
地
野
そ
特
玄
潟
団

土
産
は
コ
シ
ヒ
カ
リ

　
『
あ
な
た
の
家
で
来
客
駕
の
土
産

昆
と
し
て
、
い
つ
も
用
意
す
る
も
の

（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ζ
の
問
い
で

は
、
第
一
位
に
「
慣
シ
ヒ
カ
リ
」
が

二
八
ニ
ハ
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
し
ん
ご
餅
」
「
干
し
ゼ
ン
マ
ィ
し

の
瀬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
鋤

　
ま
た
、
　
鞠
松
之
出
の
観
光
特
産
晶

と
し
て
、
更
に
充
実
さ
せ
た
い
も
の

（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ζ
の
問
い
で

は
、
第
一
位
に
「
し
ん
こ
餅
し
で
二

七
・
二
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、

「
あ
ん
ぽ
し
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
し
「
山
菜

の
加
工
最
」
の
順
で
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
開
発
す
べ
き
観
光

特
産
酷
の
第
一
位
は
、
鉢
植
な
ど
の

　
「
山
野
葦
の
製
晶
化
し
の
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
贔
　
　
　
　
う

　
　
　
食
　
　
　
ゆ
き
　
　
品

　
　
シ
エ
　
　
　
じ
ま
　
　
エ

　
　
ケ
撫
嗜
ゆ
ん
ち
糖
雛

　
　
コ
地
昧
が
ま
・
カ
の
答

酒
鳥
の
製
米
泉
子
ッ
菜
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
山
無

鍬20灘彌
　　　n入5。2％

　　　　　2．8％

　　　　　2．8％

　　　　　1．4％

　　　　　o．9％

　　　　　0．9％

　　　　　O。5％

　　　　　o．5％

　　　　　0％
　　　　　o％
　　　　　0％
　　　　　o％
　　　　　0％
　　　　　0％
　　　　　4。2％

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト

　
冊
町
の
行
事
で
集
客
力
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
何
が
良
い
と
思
い
ま

す
か
（
上
位
順
に
五
つ
選
択
ご
で

は
、
最
も
築
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

の
第
一
位
は
「
婿
投
げ
・
ス
ミ
ぬ
り

祭
り
」
が
二
三
・
五
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
「
真
夏
の
雪
祭
り
」
「
温
泉
祭

り
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
一
位
か
ら
第
五
位
ま
で

の
合
計
で
は
、
真
、
璽
の
．
雪
祭
り
し
が

ト
ッ
プ
で
し
た
。

　
ま
た
、
麗
’
に
魅
力
あ
る
イ
ペ
ン
ト

に
す
る
た
め
の
意
晃
と
し
て
「
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
』
や
「
イ
ベ
ン
ト
の
P

R
は
も
っ
と
お
金
を
か
け
て
大
々
的

に
や
る
」
や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
の

企
颪
と
し
て
「
豪
雪
塾
し
や
「
の
ど

自
擬
大
会
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。苅

鷺
に
響
る
一

　
松
之
蜘
温
泉
旅
館
を
利
溺
し
た
観

光
客
の
皆
さ
ん
一
六
二
名
（
醐
収
率

五
照
％
）
の
ご
協
力
で
ア
ン
ケ
ー
ト

調
登
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
奮
内
容
は
、
当
地
ま
で
の
交
通

機
関
や
目
的
そ
れ
と
観
光
施
設
な
ど

に
対
す
る
意
見
・
感
想
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

訪れたくない　玉．2％

条件が整えば

訪れたい

＼10．5％

ふたたび

　訪総麟・

ですが

訪れたい　87．7％

グラフ㈹
薬
効
の
高
い

温
泉
に
入
る
た
め

　
『
幾
地
篇
ど
ん
な
目
的
で
来
ら
れ

ま
し
た
か
恥
の
問
い
で
は
、
　
「
薬
効

の
高
い
温
泉
に
入
る
し
が
三
〇
・
二

％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
、
繊
舎
の
素
朴
さ
㌧
畏

』
い
旅
館
（
料
理
を
含
め
て
）
が
あ
る

か
ら
』
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
史
跡
や
文
化
財
を
見
る
」
目
的

で
の
観
光
客
は
、
わ
ず
か
照
・
七
％

で
し
た
。
良
い
旅
館
に
泊
り
、
薬
効

の
高
い
温
泉
に
つ
か
っ
た
後
で
、
灘

然
の
中
で
「
史
跡
や
文
化
財
し
の
惰

報
が
得
ら
れ
れ
ば
、
観
光
の
満
足
度

は
高
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ふ
た
た
び
松
　
山
を

　
　
　
　
訪
れ
て
み
た
い

　
鴨
鎖
地
を
再
び
訪
れ
た
い
と
思
い

ま
す
か
仙
の
問
い
で
は
、
　
「
訪
れ
た

い
」
が
八
七
・
七
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で
秦
件
が
整
え
ば
訪
れ
盈

を
加
え
る
と
九
八
・
二
％
に
も
な
り

ま
し
た
。
来
町
の
動
機
（
キ
ッ
カ
ケ
）

で
も
「
以
前
に
来
て
よ
か
つ
た
」
と

す
る
観
光
客
蓼
西
・
七
％
も
い
る

こ
と
か
ら
継
続
し
て
松
之
山
温
泉
を

訪
れ
る
観
光
客
が
多
い
と
推
澗
さ
れ

ま
す
。
グ
ラ
フ
給

　
ま
た
、
　
「
条
件
が
整
え
ば
訪
れ
た

い
」
の
条
件
と
し
て
は
．
道
路
の
整

備
、
案
内
標
識
や
交
通
機
関
が
充
実

さ
れ
れ
ば
」
に
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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1
卜
o
o
F

　　欝縫喉壌躍達

　　璽灘
、警i難霧

　
雛
灘
、

襲
範

あつ～いたたかい
　布川地区10年ぶりの総合優勝

第19回町民体育大会

織灘灘

麹
、
．

慰

へ
㌔

見事なジャンプカ

　　跳んだ回数は？

（長縄とぴ）

　
第
十
九
回
町
民
体
育
大
会
が
七
月
三
十
｝
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．
七
月
は
違
臼
の
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
当
臼
は
曇
り

空
と
絶
好
の
大
会
a
和
、
し
か
し
、
時
折
強
い
β
差
し
が
照
り
付
け
、

真
夏
の
暑
さ
の
中
で
町
民
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
応
援

席
か
ら
も
選
手
に
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
地
区
対
抗
種
目
と
し
て
紅
白
玉
入
れ
や
綱
引
き
リ
レ
ー
な

ど
十
種
目
で
総
禽
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
．
各
地
区
と
も
い
｝
の
田
の
た

め
に
猛
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
ど
の
種
目
も
大
接
戦
と
な
り
ま
し
た

今
年
の
総
合
優
勝
は
布
川
地
区
で
、
総
合
得
点
頁
二
十
九
点
を
獲
傷
し

十
年
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
、

　　　灘・　1

猛署の中11

　、謬

藩
1強い選手寛誓

罫
4

嘉

　
さ
に
負
け
ず

、
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
と

あ
い
さ
つ

松之山小学校の鼓笛隊

　　　　　　　　　ズ’　　、

　　　　　　　　　　難

　　　　　・轟鍵欝難灘
碁すが轟獄ってますね（緬い葬ノレー）

麟

，

鐡
　
　
　
　
難

纏
難
．
，

デイ鼠ドリブル！そのまま突っ走れ一

（ナイスド》ブル・ス穏一リレー）

4

幣

町体育協会蓑彰
おめでとうございます

　　　　　　　認饗1．　難、講

▲難問が続患、○か×かさあ、どっち？

鑑絵

議
籔

瓶転

墜＼

轍

讐蟻講臓

欝欝カ…に響灘灘灘箋i懸、譲
　　（紅白玉入れ〉　　　　　　灘幽．灘・・、．

　　　　　　　　　　　　　　▲カが入葛ました〈綱引き）

▼頭鱗綱引き（小4、5、6年〉

縄懸轟・懸曇．

麟璽欝、、鐙華。」騨鍵

▲地区対抗のの0π、競争

丸由サワさん
（上之出・林）

渡辺進さん
（湯由・藤屋）

卜野塚学さん

天水島・親蒙）

腰出夷惑ん
（湯本・大蔽屋）

趨橋佳男さん

くヌ泳島・出P）

高橋午春さん

　（黒倉・林）

　
松
之
山
購
俸
蕎
協
禽
で
は
、
購
の

体
欝
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
械
紺
し

て
、
簿
年
捧
欝
協
会
裏
彰
を
行
つ
て

い
象
す
、
今
無
痩
も
次
の
方
々
が
鱒

跳
鯵
禽
大
会
で
表
彰
さ
れ
憲
し
た
、

州
優
秀
指
灘
考
賞
｝
　
門
疑
嶺
｝
曳
麟

サ
ワ
さ
ん
〔
功
績
〕
十
八
無
閣
鱒
騰

の
鯵
奮
指
灘
　
購
熱
を
傾
け
ら
れ
た

門
優
秀
競
技
考
賞
一
　
門
氏
嶺
｝
渡
辺

進
さ
ん
〔
功
績
）
ス
キ
ー
（
ア
ル
ペ

ン
）
県
大
会
・
翻
体
（
大
働
転
〉
患

場
【
氏
名
】
小
野
塚
秘
盤
さ
ん
〔
功

毯
ス
キ
ー
（
ア
髪
ン
）
県
大
会
．

園
体
（
大
園
転
）
出
場
【
氏
名
】
小

野
塚
学
さ
ん
〔
功
績
）
ス
キ
ー
（
ア

ル
ペ
ン
）
県
大
会
・
麟
体
（
大
懸
転
）

患
場
【
氏
名
｝
村
山
亮
さ
ん
〔
功
纏
）

ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
）
曝
大
会
．

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
一
場
（
リ
レ
ー
．
ク

ラ
シ
カ
ル
驚
㎞
）
　
門
灰
私
｝
鱈
内
雅

子
さ
ん
（
幼
績
）
ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
）
淵
県
志
く
く
鷲
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

患
場
（
リ
レ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル
焉
㎞

フ
リ
ー
蓬
o
㎞
）

　
門
奨
励
賞
｝
　
門
幾
磁
｝
蕎
橋
佳
男
愚

ん
ハ
功
績
）
ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ
イ
ッ

ク
）
県
大
禽
｝
0
㎞
・
全
中
忠
場
｛
民

名
一
衛
橋
千
春
さ
ん
〔
功
績
）
陸
上
”

全
中
鵬
罷
場
桑
大
会
謝
m
2
位
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エ

㈱
m
2
位
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　　欝縫喉壌躍達

　　璽灘
、警i難霧

　
雛
灘
、

襲
範

あつ～いたたかい
　布川地区10年ぶりの総合優勝

第19回町民体育大会

織灘灘

麹
、
．

慰

へ
㌔

見事なジャンプカ

　　跳んだ回数は？

（長縄とぴ）

　
第
十
九
回
町
民
体
育
大
会
が
七
月
三
十
｝
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
．
七
月
は
違
臼
の
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
当
臼
は
曇
り

空
と
絶
好
の
大
会
a
和
、
し
か
し
、
時
折
強
い
β
差
し
が
照
り
付
け
、

真
夏
の
暑
さ
の
中
で
町
民
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
、
応
援

席
か
ら
も
選
手
に
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
地
区
対
抗
種
目
と
し
て
紅
白
玉
入
れ
や
綱
引
き
リ
レ
ー
な

ど
十
種
目
で
総
禽
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
．
各
地
区
と
も
い
｝
の
田
の
た

め
に
猛
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
ど
の
種
目
も
大
接
戦
と
な
り
ま
し
た

今
年
の
総
合
優
勝
は
布
川
地
区
で
、
総
合
得
点
頁
二
十
九
点
を
獲
傷
し

十
年
ぶ
り
三
回
目
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
、

　　　灘・　1

猛署の中11

　、謬

藩
1強い選手寛誓

罫
4

嘉

　
さ
に
負
け
ず

、
ン
バ
リ
ま
し
ょ
う
と

あ
い
さ
つ

松之山小学校の鼓笛隊

　　　　　　　　　ズ’　　、

　　　　　　　　　　難

　　　　　・轟鍵欝難灘
碁すが轟獄ってますね（緬い葬ノレー）

麟

，

鐡
　
　
　
　
難

纏
難
．
，

デイ鼠ドリブル！そのまま突っ走れ一

（ナイスド》ブル・ス穏一リレー）

4

幣

町体育協会蓑彰
おめでとうございます

　　　　　　　認饗1．　難、講

▲難問が続患、○か×かさあ、どっち？

鑑絵

議
籔

瓶転

墜＼

轍

讐蟻講臓

欝欝カ…に響灘灘灘箋i懸、譲
　　（紅白玉入れ〉　　　　　　灘幽．灘・・、．

　　　　　　　　　　　　　　▲カが入葛ました〈綱引き）

▼頭鱗綱引き（小4、5、6年〉

縄懸轟・懸曇．

麟璽欝、、鐙華。」騨鍵

▲地区対抗のの0π、競争

丸由サワさん
（上之出・林）

渡辺進さん
（湯由・藤屋）

卜野塚学さん

天水島・親蒙）

腰出夷惑ん
（湯本・大蔽屋）

趨橋佳男さん

くヌ泳島・出P）

高橋午春さん

　（黒倉・林）

　
松
之
山
購
俸
蕎
協
禽
で
は
、
購
の

体
欝
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
械
紺
し

て
、
簿
年
捧
欝
協
会
裏
彰
を
行
つ
て

い
象
す
、
今
無
痩
も
次
の
方
々
が
鱒

跳
鯵
禽
大
会
で
表
彰
さ
れ
憲
し
た
、

州
優
秀
指
灘
考
賞
｝
　
門
疑
嶺
｝
曳
麟

サ
ワ
さ
ん
〔
功
績
〕
十
八
無
閣
鱒
騰

の
鯵
奮
指
灘
　
購
熱
を
傾
け
ら
れ
た

門
優
秀
競
技
考
賞
一
　
門
氏
嶺
｝
渡
辺

進
さ
ん
〔
功
績
）
ス
キ
ー
（
ア
ル
ペ

ン
）
県
大
会
・
翻
体
（
大
働
転
〉
患

場
【
氏
名
】
小
野
塚
秘
盤
さ
ん
〔
功

毯
ス
キ
ー
（
ア
髪
ン
）
県
大
会
．

園
体
（
大
園
転
）
出
場
【
氏
名
】
小

野
塚
学
さ
ん
〔
功
績
）
ス
キ
ー
（
ア

ル
ペ
ン
）
県
大
会
・
麟
体
（
大
懸
転
）

患
場
【
氏
名
｝
村
山
亮
さ
ん
〔
功
纏
）

ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
）
曝
大
会
．

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
一
場
（
リ
レ
ー
．
ク

ラ
シ
カ
ル
驚
㎞
）
　
門
灰
私
｝
鱈
内
雅

子
さ
ん
（
幼
績
）
ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
）
淵
県
志
く
く
鷲
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

患
場
（
リ
レ
ー
・
ク
ラ
シ
カ
ル
焉
㎞

フ
リ
ー
蓬
o
㎞
）

　
門
奨
励
賞
｝
　
門
幾
磁
｝
蕎
橋
佳
男
愚

ん
ハ
功
績
）
ス
キ
ー
（
ノ
ル
デ
イ
ッ

ク
）
県
大
禽
｝
0
㎞
・
全
中
忠
場
｛
民

名
一
衛
橋
千
春
さ
ん
〔
功
績
）
陸
上
”

全
中
鵬
罷
場
桑
大
会
謝
m
2
位
、

　
　
エ

㈱
m
2
位
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6

可閾司コη珂
地
域
で
活
発
な
討
議
は
じ
ま
る

町
づ
く
り
検
討
委
員
会
報
告

　
町
づ
く
り
検
討
委
員
会
も
五
月
十

三
臼
に
正
式
に
発
足
し
て
以
来
、
各

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
討

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

と
い
う
こ
と
で
、
何
を
謡
題
に
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
メ

ン
バ
ー
も
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

自
分
の
地
区
に
お
け
る
問
題
点
を
洗

い
出
す
作
業
を
中
心
に
話
し
禽
い
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
中
で
、
各
地
区
と
も
共
通
し

松之由地区での検討委員会

て
出
て
く
る
内
容
は
、
若
者
の
数
が

少
な
く
高
齢
化
に
よ
り
集
落
と
し
て

の
機
能
の
維
持
が
囲
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
町
の
中
心
地
に
比
べ
周
辺

地
域
の
生
活
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
集
落
内
に
お
い
て
は

蒼
い
麟
か
ら
の
意
見
が
取
り
上
げ
ら

れ
に
く
い
こ
と
な
ど
の
意
箆
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
点
、
諜
題
な
ど

を
整
理
す
る
中
で
次
の
段
階
と
し
て

は
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
に
つ
い

て
話
し
禽
っ
て
い
け
れ
ば
と
響
え
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
町
づ
く
り
検
討
婁
員
の
方

を
通
じ
て
様
々
な
方
面
か
ら
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
．

▼
各
地
区
で
の
濡
動
状
溌

　
【
松
之
山
地
区
】
　
六
一
月
四
臼
、
　
七
月

二
十
六
段
【
三
省
一
地
区
】
六
月
照
臼
、

七
月
二
十
霞
　
【
松
璽
｛
地
区
】
　
轟
ハ
月
二

十
七
β
門
布
川
地
区
｝
五
月
二
十
二

臼
、
　
六
月
三
ふ
…
田
、
　
七
月
二
十
－
R
［

　
【
浦
田
地
区
】
六
月
二
十
九
顕
、
七

得
十
九
臼

職
域
や
集
落
を
越
え

真
剣
な
話
し
合
い
を

布
川
地
区
検
討
委
員
会
長

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
良
雄

　
町
づ
く
り
検
討
委
員
会
と
は
、
侮

を
す
る
会
な
の
か
不
安
を
持
っ
て
の

第
｝
隣
目
の
会
議
で
し
た
．
そ
の
不

安
を
一
掃
し
て
く
れ
た
の
が
、
助
役

さ
ん
の
挨
拶
「
プ
ロ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
提
書
で
な
ノ
＼
皆
ん
な
で
話

7月の降水量わずか28．5㎜1！

　　　水不足が深刻早くめぐみの雨が

　
当
町
で
も
春
か
ら
の

少
雨
で
農
業
絹
水
や
飲

料
水
が
不
足
し
て
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
建
設
課
で
は
、
二
十

四
時
閥
の
降
水
量
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
五
月
～
七
月
の
降
水

量
を
過
去
十
五
年
間
の

平
均
と
比
較
す
る
と
約

三
分
の
一
で
し
た
。
ま

た
、
先
月
七
月
の
降
水

量
は
わ
ず
か
に
％
・
5

㎜
で
し
た
。
一
獺
で
も

早
く
、
め
ぐ
み
の
雨
と

な
っ
て
水
不
足
が
解
溝

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ゆ

し
禽
い
そ
の
中
か
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
良
い
の
で
提
案
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
町
の
総
合
計
薦
樹
立

の
際
、
検
討
し
た
い
の
で
気
軽
に
話

し
合
い
を
持
っ
ヂ
、
ほ
し
い
ρ
と
の
掃

需
で
し
た
Q

　
地
区
劉
の
検
討
委
員
会
を
上
・
下

布
斑
合
同
で
闘
縫
す
る
こ
と
と
し
、

苗
半
の
テ
ー
マ
を
「
理
状
と
課
題
」

と
し
三
回
の
検
討
会
を
持
ち
ま
し
た
鞭

話
し
禽
い
の
中
で
出
さ
れ
る
の
は
愚

痴
と
撹
判
ば
か
り
で
、
本
題
に
入
れ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
の
禽
間
に
は

世
閥
藷
に
花
が
咲
き
、
笑
い
の
あ
る

和
や
か
な
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
く
ら

い
し
か
会
話
を
交
わ
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
入
た
ち
と
、
職
域
や
集
落
を

越
え
て
こ
れ
ほ
ど
真
剣
に
自
分
の
住

む
地
域
や
町
に
つ
い
て
考
え
、
そ
し

て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う

か
疑
問
で
あ
る
。
今
回
の
町
づ
く
り

検
討
委
貴
会
は
、
こ
の
謡
し
合
い
の

場
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
事
態
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
鰯
、
夜
の
検
討
会
に
も
か
か
わ

ら
ず
出
庸
い
た
だ
き
岡
じ
愚
痴
と
撹

判
を
聞
か
さ
れ
て
も
、
笑
顔
で
指
奪

い
た
だ
い
て
お
り
振
興
課
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

布
川
地
区
と
し
て
何
か
一
つ
で
も
提

霧
で
き
る
も
の
が
集
約
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
ゆ

絡隼間の降水量の状況
5月口

83三瓢 6環園
7月醗

734鳳

｝
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1）碗め￥乙㌫

町
保
健
医
療
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト

住
宅
改
造
費
助
成
・
在
宅
介
護
手
当
支
給
は

　
　
　
　
　
保
健
医
療
福
祉
計
画
の
一
環
の
事
業
で
す

」A・騰撚”麟饗『織灘瀦『灘翻

鱗
購
欝

．
趨

麹薫6臼

　
二
十
｝
盤
紀
に
向
け
た
総
合
的
な
匿
療
福
祉
施
策
の
実
現
を
鐵
指
し
て
、

嘆
町
保
健
毯
療
福
祉
計
圃
鮎
が
今
年
の
春
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
、
町
広
報

紙
穴
月
号
で
も
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

具
体
的
な
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
．

　
そ
こ
で
、
今
月
暑
で
は
保
健
践
療
橘
祉
讃
爾
の
㎜
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
く
し
一
一
〇
番
を

　
　
ご
利
罵
く
だ
さ
い

　
町
で
は
保
健
・
緩
療
橿
縫
欝
画
を

策
定
し
、
今
年
照
月
か
ら
実
行
に
移

つ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
箏
業
の
一
環
と
し
て
“
ふ
く

し
ハ
一
〇
番
”
を
闘
設
い
た
し
ま
し

た
。
　
｝
人
暮
し
の
老
人
な
ど
、
役
場

の
な
に
係
に
相
談
す
れ
ば
農
い
の
か

わ
か
ら
な
い
と
き
、
病
餓
・
雪
掘
り

な
ど
で
お
磁
り
の
蒔
、
何
で
も
こ
の

電
繕
を
ご
覇
絹
く
だ
慈
い
ゆ

⑨
電
議
の
か
け
か
た

　
僧
6
…
3
i
3
1
毒
役
場
が
で
ま

す
。
↓
ふ
く
し
…
一
〇
番
と
、
，
っ
て

く
だ
さ
い
、
毒
ふ
く
し
～
｝
○
番
の

係
が
で
ま
す
。
毒
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＠
利
罵
時
閥

　
祝
祭
鷺
を
除
く
月
曜
揖
か
ら
金
曜

臼
ま
で
の
ギ
繭
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
縛
ま
で
．

⑨薦
幸
σ

o

住
宅
改
造
費
が

助
成
さ
れ
ま
す

　
高
齢
者
・
身
体
鐘
露
鳳
者
へ

〔
鷺
　
的
）

　
高
齢
化
や
臆
轡
に
よ
り
い
ま
ま
で

の
住
濠
い
で
鷹
活
す
る
に
囲
難
と
な

る
簡
断
に
っ
い
て
、
そ
の
改
造
費
綱

を
助
成
し
高
齢
煮
や
身
体
離
轡
春
な

ど
の
濤
常
盤
活
を
容
易
に
す
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

〔
対
象
範
選

　
高
齢
者
や
身
体
障
警
蓄
が
い
ま
ま

で
の
住
ま
い
で
臼
常
盗
濤
猷
鐡
難
と

な
る
簡
、
勝
の
改
造
を
対
象
と
し
談
す
。

〔
申
講
〕

　
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
世
帯
は

断
定
の
様
式
に
よ
り
購
講
し
て
く
だ

さ
い
。
絹
紙
は
、
役
場
編
祉
係
で
馬

意
し
て
あ
り
ま
す
。

〔
助
成
額
）

　
助
成
額
は
、
工
事
費
の
二
分
の
一

と
し
、
鷺
○
万
円
を
隈
度
と
し
ま
す
数

在
宅
介
護
手
当
が

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
在
宅
ね
た
き
り
老
人
・

　
　
　
痴
呆
老
人
の
介
護
者
へ

　
地
域
福
祉
基
金
を
活
絹
し
、
介
護

餐
の
支
援
苅
策
と
し
て
こ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

憲
讐

　
晦
内
に
贋
饒
す
る
往
竃
ね
た
き
つ

巻
人
、
痴
泉
老
人
な
ど
の
介
護
蕎
に

介
護
拳
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

薄
象
藩
の
快
適
な
生
鱈
と
介
護
鷺
の

労
蕾
に
醗
い
る
こ
と
を
翻
的
と
し
て

い
ま
す
。

〔
支
給
対
象
者
）

①
ね
た
き
り

　
障
霧
老
入
の
鶏
常
甕
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
〉
判
定
基
準
の
ラ
ン

ク
に
よ
り
対
象
餐
を
決
定
し
談
す
。

②
痴
泉

　
老
人
の
ぼ
け
の
程
度
の
臨
床
的
判

定
基
準
に
よ
り
対
象
蕎
を
決
驚
し
ま

す
Φ〔

支
給
額
と
支
払
方
法
）

支
給
額
塗
律
月
蓼
汚
円
と
し
、

硯
金
で
畏
鷹
襲
鰻
を
通
じ
て
支
給
し

ま
す
。

　
論
文
給
月
は
、
　
六
月
・
九
月
・
｝
二

月
・
三
月
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
　
｝
カ
月
に
満
た
な
い
場

合
は
撫
翻
り
と
し
ま
す
。

〔
対
象
除
色

①
特
溺
臆
霧
餐
手
当
の
受
給
者
の
介

護
者
は
紺
象
と
し
ま
せ
ん
。

②
死
亡
・
転
磁
・
施
設
入
所
．
入
院

ま
た
は
判
定
基
準
に
定
め
る
支
給
苅

象
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は

対
象
と
し
濠
せ
ん
。

※
そ
の
飽
、
漸
得
潮
限
な
ど
が
あ
り

　
ま
す
。

　
今
翻
紹
介
し
ま
し
た
事
業
内

容
の
中
で
は
、
認
象
養
の
覇
嚇

基
準
塗
ど
詳
し
い
内
容
ま
で
認

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
楚
ん
饗

し
た
。
保
健
禰
祉
匿
療
事
業
関

係
磁
つ
い
て
の
く
わ
影
魏
こ
と

は
、
餓
軽
臓
禰
祇
係
象
で
お
問

い
含
わ
せ
く
だ
さ
鴇
。

費
六
…
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ご
瓢
一
（
鶴
線
近
六
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可閾司コη珂
地
域
で
活
発
な
討
議
は
じ
ま
る

町
づ
く
り
検
討
委
員
会
報
告

　
町
づ
く
り
検
討
委
員
会
も
五
月
十

三
臼
に
正
式
に
発
足
し
て
以
来
、
各

地
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
討

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り

と
い
う
こ
と
で
、
何
を
謡
題
に
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
メ

ン
バ
ー
も
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

自
分
の
地
区
に
お
け
る
問
題
点
を
洗

い
出
す
作
業
を
中
心
に
話
し
禽
い
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
そ
の
中
で
、
各
地
区
と
も
共
通
し

松之由地区での検討委員会

て
出
て
く
る
内
容
は
、
若
者
の
数
が

少
な
く
高
齢
化
に
よ
り
集
落
と
し
て

の
機
能
の
維
持
が
囲
難
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
町
の
中
心
地
に
比
べ
周
辺

地
域
の
生
活
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
集
落
内
に
お
い
て
は

蒼
い
麟
か
ら
の
意
見
が
取
り
上
げ
ら

れ
に
く
い
こ
と
な
ど
の
意
箆
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
点
、
諜
題
な
ど

を
整
理
す
る
中
で
次
の
段
階
と
し
て

は
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
に
つ
い

て
話
し
禽
っ
て
い
け
れ
ば
と
響
え
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
町
づ
く
り
検
討
婁
員
の
方

を
通
じ
て
様
々
な
方
面
か
ら
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
．

▼
各
地
区
で
の
濡
動
状
溌

　
【
松
之
山
地
区
】
　
六
一
月
四
臼
、
　
七
月

二
十
六
段
【
三
省
一
地
区
】
六
月
照
臼
、

七
月
二
十
霞
　
【
松
璽
｛
地
区
】
　
轟
ハ
月
二

十
七
β
門
布
川
地
区
｝
五
月
二
十
二

臼
、
　
六
月
三
ふ
…
田
、
　
七
月
二
十
－
R
［

　
【
浦
田
地
区
】
六
月
二
十
九
顕
、
七

得
十
九
臼

職
域
や
集
落
を
越
え

真
剣
な
話
し
合
い
を

布
川
地
区
検
討
委
員
会
長

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
良
雄

　
町
づ
く
り
検
討
委
員
会
と
は
、
侮

を
す
る
会
な
の
か
不
安
を
持
っ
て
の

第
｝
隣
目
の
会
議
で
し
た
．
そ
の
不

安
を
一
掃
し
て
く
れ
た
の
が
、
助
役

さ
ん
の
挨
拶
「
プ
ロ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
提
書
で
な
ノ
＼
皆
ん
な
で
話

7月の降水量わずか28．5㎜1！

　　　水不足が深刻早くめぐみの雨が

　
当
町
で
も
春
か
ら
の

少
雨
で
農
業
絹
水
や
飲

料
水
が
不
足
し
て
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
建
設
課
で
は
、
二
十

四
時
閥
の
降
水
量
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
五
月
～
七
月
の
降
水

量
を
過
去
十
五
年
間
の

平
均
と
比
較
す
る
と
約

三
分
の
一
で
し
た
。
ま

た
、
先
月
七
月
の
降
水

量
は
わ
ず
か
に
％
・
5

㎜
で
し
た
。
一
獺
で
も

早
く
、
め
ぐ
み
の
雨
と

な
っ
て
水
不
足
が
解
溝

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ゆ

し
禽
い
そ
の
中
か
ら
ど
ん
な
こ
と
で

も
良
い
の
で
提
案
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
し
て
、
町
の
総
合
計
薦
樹
立

の
際
、
検
討
し
た
い
の
で
気
軽
に
話

し
合
い
を
持
っ
ヂ
、
ほ
し
い
ρ
と
の
掃

需
で
し
た
Q

　
地
区
劉
の
検
討
委
員
会
を
上
・
下

布
斑
合
同
で
闘
縫
す
る
こ
と
と
し
、

苗
半
の
テ
ー
マ
を
「
理
状
と
課
題
」

と
し
三
回
の
検
討
会
を
持
ち
ま
し
た
鞭

話
し
禽
い
の
中
で
出
さ
れ
る
の
は
愚

痴
と
撹
判
ば
か
り
で
、
本
題
に
入
れ

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
の
禽
間
に
は

世
閥
藷
に
花
が
咲
き
、
笑
い
の
あ
る

和
や
か
な
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
く
ら

い
し
か
会
話
を
交
わ
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
入
た
ち
と
、
職
域
や
集
落
を

越
え
て
こ
れ
ほ
ど
真
剣
に
自
分
の
住

む
地
域
や
町
に
つ
い
て
考
え
、
そ
し

て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ろ
う

か
疑
問
で
あ
る
。
今
回
の
町
づ
く
り

検
討
委
貴
会
は
、
こ
の
謡
し
合
い
の

場
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
事
態
す

ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
毎
鰯
、
夜
の
検
討
会
に
も
か
か
わ

ら
ず
出
庸
い
た
だ
き
岡
じ
愚
痴
と
撹

判
を
聞
か
さ
れ
て
も
、
笑
顔
で
指
奪

い
た
だ
い
て
お
り
振
興
課
の
皆
様
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

布
川
地
区
と
し
て
何
か
一
つ
で
も
提

霧
で
き
る
も
の
が
集
約
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
ゆ

絡隼間の降水量の状況
5月口

83三瓢 6環園
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1）碗め￥乙㌫

町
保
健
医
療
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト

住
宅
改
造
費
助
成
・
在
宅
介
護
手
当
支
給
は

　
　
　
　
　
保
健
医
療
福
祉
計
画
の
一
環
の
事
業
で
す

」A・騰撚”麟饗『織灘瀦『灘翻

鱗
購
欝

．
趨

麹薫6臼

　
二
十
｝
盤
紀
に
向
け
た
総
合
的
な
匿
療
福
祉
施
策
の
実
現
を
鐵
指
し
て
、

嘆
町
保
健
毯
療
福
祉
計
圃
鮎
が
今
年
の
春
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
、
町
広
報

紙
穴
月
号
で
も
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
矩
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

具
体
的
な
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
．

　
そ
こ
で
、
今
月
暑
で
は
保
健
践
療
橘
祉
讃
爾
の
㎜
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ふ
く
し
一
一
〇
番
を

　
　
ご
利
罵
く
だ
さ
い

　
町
で
は
保
健
・
緩
療
橿
縫
欝
画
を

策
定
し
、
今
年
照
月
か
ら
実
行
に
移

つ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
箏
業
の
一
環
と
し
て
“
ふ
く

し
ハ
一
〇
番
”
を
闘
設
い
た
し
ま
し

た
。
　
｝
人
暮
し
の
老
人
な
ど
、
役
場

の
な
に
係
に
相
談
す
れ
ば
農
い
の
か

わ
か
ら
な
い
と
き
、
病
餓
・
雪
掘
り

な
ど
で
お
磁
り
の
蒔
、
何
で
も
こ
の

電
繕
を
ご
覇
絹
く
だ
慈
い
ゆ

⑨
電
議
の
か
け
か
た

　
僧
6
…
3
i
3
1
毒
役
場
が
で
ま

す
。
↓
ふ
く
し
…
一
〇
番
と
、
，
っ
て

く
だ
さ
い
、
毒
ふ
く
し
～
｝
○
番
の

係
が
で
ま
す
。
毒
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＠
利
罵
時
閥

　
祝
祭
鷺
を
除
く
月
曜
揖
か
ら
金
曜

臼
ま
で
の
ギ
繭
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
縛
ま
で
．

⑨薦
幸
σ

o

住
宅
改
造
費
が

助
成
さ
れ
ま
す

　
高
齢
者
・
身
体
鐘
露
鳳
者
へ

〔
鷺
　
的
）

　
高
齢
化
や
臆
轡
に
よ
り
い
ま
ま
で

の
住
濠
い
で
鷹
活
す
る
に
囲
難
と
な

る
簡
断
に
っ
い
て
、
そ
の
改
造
費
綱

を
助
成
し
高
齢
煮
や
身
体
離
轡
春
な

ど
の
濤
常
盤
活
を
容
易
に
す
る
た
め

に
行
い
ま
す
。

〔
対
象
範
選

　
高
齢
者
や
身
体
障
警
蓄
が
い
ま
ま

で
の
住
ま
い
で
臼
常
盗
濤
猷
鐡
難
と

な
る
簡
、
勝
の
改
造
を
対
象
と
し
談
す
。

〔
申
講
〕

　
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
世
帯
は

断
定
の
様
式
に
よ
り
購
講
し
て
く
だ

さ
い
。
絹
紙
は
、
役
場
編
祉
係
で
馬

意
し
て
あ
り
ま
す
。

〔
助
成
額
）

　
助
成
額
は
、
工
事
費
の
二
分
の
一

と
し
、
鷺
○
万
円
を
隈
度
と
し
ま
す
数

在
宅
介
護
手
当
が

　
　
　
支
給
さ
れ
ま
す

　
在
宅
ね
た
き
り
老
人
・

　
　
　
痴
呆
老
人
の
介
護
者
へ

　
地
域
福
祉
基
金
を
活
絹
し
、
介
護

餐
の
支
援
苅
策
と
し
て
こ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

憲
讐

　
晦
内
に
贋
饒
す
る
往
竃
ね
た
き
つ

巻
人
、
痴
泉
老
人
な
ど
の
介
護
蕎
に

介
護
拳
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

薄
象
藩
の
快
適
な
生
鱈
と
介
護
鷺
の

労
蕾
に
醗
い
る
こ
と
を
翻
的
と
し
て

い
ま
す
。

〔
支
給
対
象
者
）

①
ね
た
き
り

　
障
霧
老
入
の
鶏
常
甕
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
〉
判
定
基
準
の
ラ
ン

ク
に
よ
り
対
象
餐
を
決
定
し
談
す
。

②
痴
泉

　
老
人
の
ぼ
け
の
程
度
の
臨
床
的
判

定
基
準
に
よ
り
対
象
蕎
を
決
驚
し
ま

す
Φ〔

支
給
額
と
支
払
方
法
）

支
給
額
塗
律
月
蓼
汚
円
と
し
、

硯
金
で
畏
鷹
襲
鰻
を
通
じ
て
支
給
し

ま
す
。

　
論
文
給
月
は
、
　
六
月
・
九
月
・
｝
二

月
・
三
月
と
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
　
｝
カ
月
に
満
た
な
い
場

合
は
撫
翻
り
と
し
ま
す
。

〔
対
象
除
色

①
特
溺
臆
霧
餐
手
当
の
受
給
者
の
介

護
者
は
紺
象
と
し
ま
せ
ん
。

②
死
亡
・
転
磁
・
施
設
入
所
．
入
院

ま
た
は
判
定
基
準
に
定
め
る
支
給
苅

象
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は

対
象
と
し
濠
せ
ん
。

※
そ
の
飽
、
漸
得
潮
限
な
ど
が
あ
り

　
ま
す
。

　
今
翻
紹
介
し
ま
し
た
事
業
内

容
の
中
で
は
、
認
象
養
の
覇
嚇

基
準
塗
ど
詳
し
い
内
容
ま
で
認

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
楚
ん
饗

し
た
。
保
健
禰
祉
匿
療
事
業
関

係
磁
つ
い
て
の
く
わ
影
魏
こ
と

は
、
餓
軽
臓
禰
祇
係
象
で
お
問

い
含
わ
せ
く
だ
さ
鴇
。

費
六
…
三
ご
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一
（
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》さんからの話題をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　僧6…3！31内線23

高齢者のパワー全開！

第9回高齢者スポーツ大会

　7月13鷺、　1高齢者の活力を生かそう」

をテーマに、第9翻町商齢煮ス題㌧一ツニ大

会が町民体育館と雷王民グランドで行われ

ました．午繭ジ）運動会では「タル転がし

リレー」など6種繕で熱戦が繰紅）広げら

れ、布罵地区が総’合優勝しました．また、

午後からのゲートボ～ル大会では松之山

寿楽会が鰹勝しました．種麟劉の優勝チ

ームは、憩月5田に闇催される郡大会へ

参煽します。

手
づ
く
り
の
船
で

　
　
　
　
　
天
の
川
を
渡
れ

浦
田
小
学
校
で
七
タ
船
大
会

藤
．
紺
灘灘

　
七
月
六
績
、
浦
醗
小
掌
校
で
「
願

い
を
こ
め
て
七
夕
船
大
会
し
が
行
わ

れ
家
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
児
難
た
ち
の
提
案

で
企
爾
さ
れ
た
も
の
で
、
会
場
と
な

っ
た
プ
；
ル
で
は
、
そ
の
プ
ー
ル
を

天
の
絹
に
し
た
、
七
夕
の
倒
」
が
演

じ
ら
れ
た
り
、
兜
童
た
ち
が
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
作
っ
た
船
を
利
用

し
て
の
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
船
は
、
窪
に
な
っ
た
雑
乳
パ
ッ
ク

や
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
も
の
で
「
船
乗
リ
ゲ
ー
ヘ
監
が

始
ま
る
と
箆
麓
た
ち
は
少
し
不
安
そ

う
な
表
構
で
し
た
が
、
船
が
プ
ー
ル

に
浮
か
ぶ
と
思
わ
ず
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
竹
に

「
願
い
を
こ
め
た
短
醗
島
を
付
け
セ

タ
の
一
縫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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七
月
十
九
沼
、
町
戻
体
欝
館
で
松
之
山
保

育
所
の
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
、
園
兜
た
ち
が
描
い
た
絵
も
展
示
さ
れ
、

ま
た
応
援
に
駆
け
つ
け
た
お
母
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
も
参
癩
し
て
紅
ぎ
や
か
な
楽
し
い
、
運

動
．
渦
と
な
り
ま
し
た
．
圏
兜
た
ち
は
、
「
ウ
ル

ト
ラ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
し
や
「
入
生
い
ろ

色
し
！
ど
楽
し
い
ゲ
ー
ム
に
元
餓
い
っ
は
い

逢
り
麟
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

豪
華
な
賞
品
を
め
ざ
し

　
　
　
　
レ
ヂ
ィ
ー
・
ゴ
ー
！

ユ

松之山保育所で運動会

みんな、元気にエイ、エイ、オー！

第
沁
回
町
民
綱
引
き
大
会

　
七
月
十
鰯
鷺
夜
、
臨
鋭
体
鷺
館
で
購
商
1
盆
欝
痒
部

主
催
に
よ
る
第
牽
圏
町
畏
綱
引
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
短
年
、
こ
の
大
会
で
は
豪
華
欝
餓
が
贈
ら
れ
て
お

り
、
各
チ
…
ム
と
も
こ
の
賞
品
を
目
指
し
て
綱
を
引
き

禽
い
ま
し
た
。
今
聯
の
参
癩
チ
ー
ム
は
、
昨
無
よ
り
三

チ
ー
ム
多
い
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
舶
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
性
チ
！
ム
部
門
で
は
牽
六
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展

開
し
、
予
想
ど
お
り
「
綱
引
き
同
好
会
」
が
優
勝
し
ま

し
た
。
女
性
チ
葦
ム
部
賜
で
は
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

伯
仲
し
た
試
舎
が
行
わ
れ
ぞ
た
ぞ
ク
マ
・
（
縫
て
来

た
カ
カ
ア
天
下
）
が
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。
藻
触
チ
ー

ム
と
も
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

新
装
松
之
山
郵
便
局
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン

特
定
郵
便
局
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
紘
月
十
八
顯
、
松
之
山
郵
便
周
く
志
駕
隆
ム
蜀
蓬
）
が
襲
　
．

い
も
新
た
に
特
定
鄭
便
鰯
と
し
て
新
築
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
㎜

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
七
罵
十
購
嬢
に
は
凝
燭
禽
の
完
成
を
　
．

祝
し
、
自
然
休
養
栂
管
理
セ
ン
タ
…
で
萩
築
落
成
式
典
も
行

わ
れ
承
し
た
．

　
松
之
山
郷
便
周
は
、
明
濾
十
七
年
淀
浦
田
嬢
郷
便
燭
と
し
　
．

て
鯛
賜
し
て
灘
十
郊
、
償
燭
魯
も
昭
瀦
照
十
二
奪
紅
建
築
さ
　
㎜

れ
て
か
ら
二
十
六
鰯
が
経
過
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
　
…

び
二
階
建
て
の
す
ば
ら
し
い
局
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
局

禽
の
二
階
続
は
ホ
…
ル
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
会
議
や
絵
爾

展
な
ど
も
醐
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域
の

瀞
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
葦
セ
ン
タ
；
と
し
て
も
利
絹
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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蓑

毒
鐸噛

麟肺附、

毒
　　　1
　　　4
　　　1

灘趨鱗

ギ

下布川地区運動会

区民総参加の楽しい運動会

　7月17麟、午後から下布lll地区欝ミュニティーセン

ター菰場で”下1布薙1地区運動会力§行われました．

　当鷺は、時揖強い露差しが照りつけるヲξ繧でしたが、

幼晃からお葎寄りまで大勢の賦饒が参癩して盛大毒こ行

われ家した。また、紬選会も行われ多くの藁品を手続

してい家した。

てし
回

回
2
0

て
4

とんで跳んで、まわし

第7回ながなわとび大会
　
七
月
九
鷺
、
購
鋭
体
膏
餓
で
第
七
翻
な
が
な
わ
と
び
大
会

が
得
わ
れ
ま
し
た
。
滲
撫
チ
ー
ム
は
、
十
チ
ー
ム
で
鑓
頭
の

練
曇
と
チ
ー
ム
ワ
…
ク
の
災
さ
で
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
繰
　
．

り
鷹
げ
ら
れ
ま
し
た
．
応
援
庸
か
ら
の
大
き
な
か
け
輿
続
鐡

し
乎
も
跳
ぶ
離
も
心
を
ひ
と
つ
に
ジ
ャ
ン
ヅ
し
て
い
ま
し
た
。

結
漿
は
、
「
鏡
ケ
池
」
チ
ー
ム
が
総
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
し
ま

し
た
。
今
回
の
最
多
醸
数
は
薫
二
十
園
で
し
た
。

欝
・麟

驚
　　　灘灘燗職

第24回挙童水泳大会

　　　　灘　　鐵難
水しぶきを上げ熱き戦い
　7月25饗、町罠プールで第24圃学童親善水泳大会が行

われました。大会には、町内小学校から4年隻以、ヒの晃

童が参撫し豪した換この臼も、運βの異常猛暑が）ためプ

ールの水温も30度にもな1）、まるでお湯のような中で熱

戦が行われました。プールサイドでは大勢のお父さんや

お母さんたちが駆け付けて、一盤懸命賦泳ぐ選手に大き

な声援を送っていました。今園の大会では、新記録が鴛

鰯もで豪した登来年もまた今年以．ヒに新記録が生まれる

よう鞘籍しています。
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は
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が
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予
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ター菰場で”下1布薙1地区運動会力§行われました．

　当鷺は、時揖強い露差しが照りつけるヲξ繧でしたが、

幼晃からお葎寄りまで大勢の賦饒が参癩して盛大毒こ行

われ家した。また、紬選会も行われ多くの藁品を手続

してい家した。
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回
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九
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、
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で
第
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が
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わ
と
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の
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と
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し
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ぶ
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も
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を
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に
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ま
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は
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ケ
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」
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が
総
倒
的
な
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で
優
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し
ま
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。
今
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最
多
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は
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で
し
た
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　　　　灘　　鐵難
水しぶきを上げ熱き戦い
　7月25饗、町罠プールで第24圃学童親善水泳大会が行

われました。大会には、町内小学校から4年隻以、ヒの晃

童が参撫し豪した換この臼も、運βの異常猛暑が）ためプ

ールの水温も30度にもな1）、まるでお湯のような中で熱

戦が行われました。プールサイドでは大勢のお父さんや

お母さんたちが駆け付けて、一盤懸命賦泳ぐ選手に大き

な声援を送っていました。今園の大会では、新記録が鴛

鰯もで豪した登来年もまた今年以．ヒに新記録が生まれる

よう鞘籍しています。

9



l
O
①
F

事繕嚢廷を

　4肩から町職員としてお轡二話になってい

ますが、すでに4カ月力書過ぎ去9ました⇔

　硯筏、自然休養村管理センター内にある

町教膏委興会で学校教脊関係の事務をして

います。とても楽しく佳事をさせてもらっ

ています。でも、まだわからないことばか

りで、もっとたくさんの仕事を覚えるよう

に勉強し、周彰）び）方に迷惑を力蝿プることの

ないように自分のことに責任をもって、こ

れからやって行こうと思います．まだまだ

頼りないですが、みなさんこれからもよろ

しくお願いし、ます、

高
橋
真
也
さ
ん
（
天
水
島
。
山
根
）

　
。
昭
和
豹
年
8
鍔
生
ま
れ

　
。
晦
液
型
　
A
型

　
。
星
座
　
し
し
座

　
。
勤
め
先
　
松
之
由
購
教
膏
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗

響
懸
．

灘
講

青春
　　　やくるく

松之山購蕎年団活動の紹介

郡
青
年
大
会

　
　
　
2
連
覇
！

　
東
責
城
郡
内
轡
銀
の
　
大
祭
典
で

あ
る
郡
費
鶴
大
食
が
七
月
、
撚
、
浦

規
原
村
畏
体
欝
館
を
メ
で
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
郡
轡
無
大
会
も
今
無
で
、
　
　
、

九
回
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
大
会
も

過
去
の
兜
輩
の
皆
さ
ん
が
築
い
て
く

れ
た
歴
吏
あ
る
大
会
だ
け
に
、
郡
内

の
轡
年
騰
が
減
少
し
て
い
る
と
は
。
、
顛

・
洗
、
　
各
“
櫨
”
目
レ
」
も
持
ち
晶
削
の
轟
騨
年
バ

ワ
ー
を
発
揮
し
、
自
熱
し
た
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
．

　
当
辮
隅
年
鑓
も
六
種
臼
に
総
撚
薫
ハ
十

六
名
が
傑
篇
煽
し
ま
し
た
。
鰭
“
架
は
、

種
獺
劉
の
優
勝
は
な
か
っ
た
も
の
の

各
種
目
と
も
上
猿
の
成
繍
を
上
げ
、

察年も総合優勝をめざすぞノ

畔
無
紅
続
い
て
総
瓜
優
勝
し
豪
し
た
。

　
な
お
、
八
月
二
十
懸
に
は
第
澱
十

、
一
回
漸
潟
曝
轡
無
ふ
八
会
が
闘
催
さ
れ
、

当
轡
年
繊
か
ら
も
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
駄

と
雪
野
球
い
の
｝
．
種
鷺
に
出
場
し
ま

す
。
　
松
嵐
由
の
撫
駕
年
パ
ワ
ー
の
㈱
兇
せ

所
で
す
．
ご
声
援
く
だ
さ
し
．

教
職
鵡
コ
興
と
の

　
　
交
流
会
も
大
成
功

　
轡
年
繕
で
は
、
轡
無
数
が
減
少
し

て
い
る
中
で
　
何
と
か
活
働
を
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
、
錨
類

烹
げ
よ
う
と
「
霧
年
仲
閥
づ
く
り
し

を
中
・
心
に
｝
演
動
し
f
、
い
家
す
．

　
そ
ん
な
中
で
、
七
月
十
一
籏
に
「
町

内
の
教
職
鰻
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
し

を
醐
縫
し
ま
し
た
。
岡
じ
町
内
に
勤

め
な
が
ら
顔
を
会
わ
せ
た
り
、
話
し

を
す
る
機
会
が
な
い
こ
と
か
爵
岡
じ

年
代
が
一
同
に
会
し
、
交
流
を
深
め

よ
う
と
齢
顧
し
ま
し
た
礁
当
撚
は
禽

わ
せ
て
鷺
牽
三
嶺
の
参
撫
が
あ
り
、

賑
や
か
な
交
流
会
と
な
9
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
町
畏
体
賦
賜
館
㎜
で
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
茎
ル
で
交
流
、
そ
し
て
汗
を

流
し
た
後
は
会
場
を
移
鋤
し
て
の
冷

た
い
飲
み
物
を
翻
ん
で
の
交
流
と
と

て
も
楽
し
い
会
と
な
り
家
し
た
。

　
今
後
、
欝
年
鐡
で
は
騎
内
の
餐
麟

と
の
交
流
も
進
め
な
が
ら
、
夢
の
あ

る
町
づ
く
り
に
も
お
黍
伝
い
し
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
濃
ス

‘O

懸
纏
懇
籐
灘
．
難

　
今
月
は
、
第
七
剛
な
が
縄
と
び
大

会
で
優
勝
し
た
藤
禽
「
藤
籏
余
・
鏡

ケ
漉
チ
ー
ム
輪
の
登
場
で
す
。

ー
皆
さ
ん
の
会
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
は
、
藤
禽
「
藤
譲
会
“
と

い
い
ま
す
．
い
ま
か
ら
十
年
蔚
に
組

織
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活
動
し
て
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す
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A
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な
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縄
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鏡
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藏
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ニ
チ

ー
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。
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．
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萎
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霧
．

之
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謬
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7
・
…
…
」
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と

欝
え
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な
、
そ
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な
も
の
が
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来
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
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ま
す
印

数

爵
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裏
鐘
捻
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力騒重くと’酋をカ・しげて、びっしりと実をっ
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いうΦ種子やノ∫・さな撫力翼．豊議にあるとそれ

を本の幹や技の翻れ目などに隠しておくと

いうのだ。一鶴中ここで生濤する野鳥の織

恵かもしれない⇔

　　　松之山町野鳥愛謹会　村由祐…一

燃購騰磁㈱欄麟灘職繭鱗麟撚嚇騨嫡粥齢㍗、鰍脚㎞、．爵鞭糠

ふ
る
さ
と
体
験
な
ら

　
　
　
　
　
　
あ
さ
ひ
の
塁

　
棄
頸
城
の
中
央

に
南
北
に
細
長
，
・
、

位
置
す
る
大
島
村
．

摩
ほ
く
ほ
く
線
の

旅
ガ
の
鍍
初
は
、

大
島
村
の
紹
介
で

ゆ
　
の

澄　
桝
の
玄
関
口
、

騨
頸
城
大
島
駅
（
仮
称
）
は
、
ほ
く
ほ

勢
携
難
、
鍋
藩
う
滝
レ
、

欝
牒
賜
欝
灘

牒　
ま
ザ
。

脚
　
ザ

榊
今
織
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と
体
験
糎

騰脚　
「
あ
さ
ひ
の
墨
し
は
、
駅
か
ら
バ
ス

　
で
十
烈
分
ほ
ど
北
へ
陶
か
い
ま
す
。

　

囎勘　
今
も
か
や
ぶ
き
鋭
家
が
数
多
く
残
る

　
『

　
旭
地
難
照
菱
、
こ
こ
に
は
今
も
、
蕾

　
な
が
ら
の
美
し
い
臼
然
や
温
か
い
人

　
情
に
膏
ま
れ
た
生
活
文
化
が
い
き
づ

騰欄　
い
て
い
ま
す
。

淵騨蝋　
　
あ
さ
ひ
の
羅
で
は
、
こ
の
山
羅
の

　
環
境
を
利
用
し
て
都
衛
と
の
交
流
を

㈱脚　進
め
て
い
ま
す
．
繊
麦
集
落
の
真
ん

　
中
、
照
座
屋
の
敷
地
後
ヌ
に
建
て
ら
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れ
た
崖
醗
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家
。
宿
泊
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と
い
ろ
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あ
る
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ぶ
き
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験
棟
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な
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施
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辺
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、
水

　
　
　
　
　
　
（
大
島
材
発
）

肇
小
騰
、
カ
ブ
ト
慮
の
養
穂
場
、
炭

焼
き
窯
、
ホ
タ
ル
の
養
殖
跳
な
ど
が

あ
り
ま
す
，
、

　
ま
た
、
周
辺
に
は
広
大
な
ブ
ナ
の

自
然
林
か
　
な
る
森
林
公
園
ハ
9
0
肱
）

や
体
験
農
園
が
整
備
さ
れ
て
い
求
す
。

　
地
冗
の
名
人
の
指
導
に
よ
る
ア
ケ

ビ
づ
る
総
工
、
炭
焼
き
、
山
菜
取
り
、

キ
ノ
コ
狩
り
、
釣
り
、
雲
遊
び
な
ど

闘
季
お
り
お
り
の
農
村
体
験
が
で
き

ま
す
。

　
親
子
連
れ
な
ど
で
一
度
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
鍛

　
、
’
待
ち
し
て
い
ま
す
偉

　
大
島
村
役
場
総
務
諜
　
小
山
康
男響
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灘
．
難

　
今
月
は
、
第
七
剛
な
が
縄
と
び
大

会
で
優
勝
し
た
藤
禽
「
藤
籏
余
・
鏡

ケ
漉
チ
ー
ム
輪
の
登
場
で
す
。

ー
皆
さ
ん
の
会
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
は
、
藤
禽
「
藤
譲
会
“
と

い
い
ま
す
．
い
ま
か
ら
十
年
蔚
に
組

織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
A
回
の
な

が
縄
跳
び
大
会
に
は
、
藤
繕
会
か
ら

「
藤
臼
会
」
と
「
鏡
ケ
藏
し
の
ニ
チ

ー
ム
が
参
纐
し
ま
し
た
。
鏡
ケ
池
チ

ー
ム
に
は
、
中
尾
の
方
に
も
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
撫
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

ー
今
醐
優
勝
の
勝
國
は

　
や
は
リ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
し
ょ
う

か
ね
．
無
々
、
チ
…
ム
ワ
！
ク
が
良

難
無
饗
饗
輝
萎
　
　
　
　
藻
涯
舞
　
螢
鍛
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
過
黛
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
が
　
、
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
璽
秋
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
も
　
啓
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
で
か
り

　
　
　
　
　
　
〉
　
　
い
　
員
う
し

く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
か
ら
ね
薙
そ

れ
と
運
の
喪
さ
で
し
ょ
う
か
ね
．

…
会
の
活
動
は

　
毎
月
十
銭
を
照
標
に
瓜
．
を
闇
き
、

お
灘
夕
隙
ん
で
の
雑
談
を
や
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
春
に
は
集
落
内
で
「
花

見
」
、
．
翼
は
「
盆
踊
り
し
、
冬
は
霞

上
運
動
余
」
を
爽
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
町
の
各
種
行
嘉
に

積
極
的
紅
参
加
し
て
い
ま
す
．

ー
町
に
つ
い
て

　
松
之
山
に
は
温
泉
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
湿
東
以
外
に
も
何
か
町
の
代
嶺

詞
と
な
る
よ
う
な
例
え
ば
、
生
産
物

や
観
光
資
源
な
ど
メ
イ
｝
ノ
と
な
る
も

の
が
ぼ
し
い
で
す
ね
。
全
國
的
に
松

髪
潔
善
軽
　
婆
饗
嚢
襲
萎
欝
萎
塞
選
、
霧
．

之
出
鑓
と
謬
え
ば
7
・
…
…
」
だ
と

欝
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
も
の
が
出

来
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
印

数

爵

　
　
養
籔
§
萎
舞
舞
蓬
曇
藁
裏
鐘
捻

　　　　　　　ヤマガラ

〈カラ類、シジュウカラ秘〉

　　木の実を貯える罵

　ギ私の璽が巌た、三とでも書いたげに庭先

でヒマワ1ノが咲き誇っている。でも璽が過

ぎると忘れるのは私だけだろうか．秋、黛

力騒重くと’酋をカ・しげて、びっしりと実をっ

けている鼻

　ヒマワリを欝てた数年前の秋、薩にヤマ

ガラがやって来た。ツィー、ツィー、講一、

二一と独特な脚を出しながら、何1翼も実を

抜いては林へと飛んで行った、ヤマガラな

どカラ類には、秋鷹貯食する習雛があると

いうΦ種子やノ∫・さな撫力翼．豊議にあるとそれ

を本の幹や技の翻れ目などに隠しておくと

いうのだ。一鶴中ここで生濤する野鳥の織

恵かもしれない⇔

　　　松之山町野鳥愛謹会　村由祐…一

燃購騰磁㈱欄麟灘職繭鱗麟撚嚇騨嫡粥齢㍗、鰍脚㎞、．爵鞭糠

ふ
る
さ
と
体
験
な
ら

　
　
　
　
　
　
あ
さ
ひ
の
塁

　
棄
頸
城
の
中
央

に
南
北
に
細
長
，
・
、

位
置
す
る
大
島
村
．

摩
ほ
く
ほ
く
線
の

旅
ガ
の
鍍
初
は
、

大
島
村
の
紹
介
で

ゆ
　
の

澄　
桝
の
玄
関
口
、

騨
頸
城
大
島
駅
（
仮
称
）
は
、
ほ
く
ほ

勢
携
難
、
鍋
藩
う
滝
レ
、

欝
牒
賜
欝
灘

牒　
ま
ザ
。

脚
　
ザ

榊
今
織
紹
介
す
る
ふ
る
さ
と
体
験
糎

騰脚　
「
あ
さ
ひ
の
墨
し
は
、
駅
か
ら
バ
ス

　
で
十
烈
分
ほ
ど
北
へ
陶
か
い
ま
す
。

　

囎勘　
今
も
か
や
ぶ
き
鋭
家
が
数
多
く
残
る

　
『

　
旭
地
難
照
菱
、
こ
こ
に
は
今
も
、
蕾

　
な
が
ら
の
美
し
い
臼
然
や
温
か
い
人

　
情
に
膏
ま
れ
た
生
活
文
化
が
い
き
づ

騰欄　
い
て
い
ま
す
。

淵騨蝋　
　
あ
さ
ひ
の
羅
で
は
、
こ
の
山
羅
の

　
環
境
を
利
用
し
て
都
衛
と
の
交
流
を

㈱脚　進
め
て
い
ま
す
．
繊
麦
集
落
の
真
ん

　
中
、
照
座
屋
の
敷
地
後
ヌ
に
建
て
ら

聯酬　
れ
た
崖
醗
の
家
。
宿
泊
棟
と
い
ろ
り

　
の
あ
る
か
や
ぶ
き
蔑
家
の
体
験
棟
か

　
ら
な
る
こ
の
施
設
の
周
辺
に
は
、
水

　
　
　
　
　
　
（
大
島
材
発
）

肇
小
騰
、
カ
ブ
ト
慮
の
養
穂
場
、
炭

焼
き
窯
、
ホ
タ
ル
の
養
殖
跳
な
ど
が

あ
り
ま
す
，
、

　
ま
た
、
周
辺
に
は
広
大
な
ブ
ナ
の

自
然
林
か
　
な
る
森
林
公
園
ハ
9
0
肱
）

や
体
験
農
園
が
整
備
さ
れ
て
い
求
す
。

　
地
冗
の
名
人
の
指
導
に
よ
る
ア
ケ

ビ
づ
る
総
工
、
炭
焼
き
、
山
菜
取
り
、

キ
ノ
コ
狩
り
、
釣
り
、
雲
遊
び
な
ど

闘
季
お
り
お
り
の
農
村
体
験
が
で
き

ま
す
。

　
親
子
連
れ
な
ど
で
一
度
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
鍛

　
、
’
待
ち
し
て
い
ま
す
偉

　
大
島
村
役
場
総
務
諜
　
小
山
康
男響

‘1
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難
鎌
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

松趨幽聴鑑蓬裳習慈轟嬢

公欝館欝3

事
業
案
内
轟
～
㌔

夏
の
太
陽
輝
く
大
厳
寺
蕩
原
で
露

と
た
わ
む
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
裸
建

の
雪
上
綱
引
、
い
わ
な
の
つ
か
み
ど

り
、
雪
上
早
飲
み
リ
レ
ー
、
雲
上
ス

イ
カ
割
り
リ
レ
肇
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
朔
籏

▼
時
間

▼
場
所

▼
問
禽

八
月
十
三
日
（
土
）

十
瞬
半
～
三
時
半

大
厳
寺
高
原

町
観
光
脇
会
3
畠
雛
1
↓

撹
例
と
な
り
ま
し
た
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
す
。
臼
ご
ろ
の
練
習
で

鍛
え
た
技
と
カ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

レ
ツ
ツ
　
・
ト
一
フ
イ
ノ
。

▼
“
期
臼
　
　
八
月
二
十
穴
R
ス
金
）

▼
会
場
　
購
罠
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
　
町
公
戻
館

　
こ
の
大
会
は
、
十
月
十
｝
霞
の
郡

大
会
（
松
代
町
で
開
催
）
の
予
選
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
チ
ビ
ッ
コ
大
集
合
！
親
子
映
画
の

夕
べ
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
登
場
し
ま

す
。
ア
ニ
メ
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ば

い
き
ん
ま
ん
」

　
天
真
ら
ん
ま
ん
な
町
医
巻
の
父
と

子
の
織
り
な
す
、
お
お
ら
か
な
愛
情

と
心
の
ふ
れ
合
い
を
ユ
…
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
描
い
た
「
ま
ぽ
ろ
し
の
四
番

バ
ッ
タ
ー
」
の
二
本
で
す
。

▼
期
絹
　
八
月
二
十
七
磁
（
土
）

▼
蒔
間
　
午
後
七
瞬
単
～
九
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

疑
’

6　
魯
（

●

①

　
　
　
　
　
　
漉

灘
糠
醸
蒙
豫
懸
鎌
畿
難
撫

　
鑛
辮
懸
鐵
糞
謙
．
F

郡
内
で
活
動
中
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
自
球
を
追
い
ま

す
。
松
之
山
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
も
優

勝
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

▼
期
田
　
八
月
二
牽
八
臼
（
鷺
）

▼
会
場
　
安
塚
町

　
東
頸
城
郡
内
の
中
掌
生
が
賑
ご
ろ

考
え
て
い
る
溝
新
か
つ
建
設
的
な
意

見
を
熱
く
語
り
ま
す
。
最
優
秀
賞
受

賞
者
は
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▼
期
日
　
九
月
一
鷺
（
木
）

▼
会
場
　
松
代
中
学
校

O“
＼
ガ

っ
巻

9
竃

為
ト
雲

～塾

　
身
近
か
な
撫
野
草
が
さ
り
げ
な
く

飾
っ
て
あ
る
家
…
…
、
チ
ョ
ッ
ト
す

て
き
で
す
ね
。
特
溺
な
花
羅
な
ん
て

い
り
ま
せ
ん
。
コ
ッ
プ
や
お
猛
で
充

分
で
す
。
あ
な
た
も
今
回
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
田
　
九
月
六
田
（
火
V

▼
時
間
　
午
後
八
時
～
十
時

▼
会
場
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
K

い
つ
で
も
o

親
蕃
総
懸
灘
懸
鰹
、
鑛
饗

鰍
難
雛
無

す
。▼

朗
日
　
九
月
十
習
。
十
　
費

▼
会
場
　
大
厳
寺
高
原

▼
問
合
　
町
観
光
編
会
（
6
き
3
G
ー
き

▼
潔
込
公
民
館
へ

　
　
　
畿

蔑

　
九
月
の
自
然
体
験
教
室
は
秋
の
星

窒
を
観
察
し
ま
す
。
木
墨
を
は
じ
め

譜
惑
墨
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
星

座
な
ど
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
期
日
　
九
月
照
鷺
（
聞
）

▼
時
間
　
　
六
時
半
に
自
然
休
養
村
”
セ

　
　
　
ン
タ
ー
に
集
合

▼
観
察
場
所
　
大
松
山

　
バ
ス
を
利
胴
し
て
、
川
繭
町
、
十

日
騎
獅
、
中
量
村
、
津
南
町
の
史
跡
、

文
化
施
設
を
探
訪
し
ま
す
。
ガ
イ
ド

は
歴
史
教
室
の
関
谷
哲
郎
先
生
で
す
。

▼
鯖
日

▼
時
間

▼
集
合

▼
串
込

▼
〆
切

▼
費
胴

八
月
三
牽
照
（
火
）

午
葡
八
瞬
～
午
後
四
時

霞
然
休
養
村
セ
ツ
タ
ー
葡

公
鋭
館
（
6
，
、
2
2
6
5
）

八
月
二
十
二
繕
（
月
）

約
二
千
円

　　　　　　　　　一
平成6隼度
新潟県ジュニアリーダー研修
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平成6年8月1韻一8月2姻
　この砥修は、票内の小、中、高校生を

対象に、韓国でのグループワーク、祇会

見学・交歓会等の体験活動を行い、豊か

な国際牲・自主性・実践性を培い、り一

ダーとしての資質を高めることをねらい

として、累教奮委貴会が行うものです。

　松之山町からは、松之山中2年の小野

塚稔君が参癩します。頑張って、すばら

しい経験をしてきてほしいものです。

Σ
馨
馨
｛
読

ナー一嘘
　　　§

会生韓

受ける1

生涯学習コー

習の原点として、子供が人閥形成や社

活習慣の形成など最も基本的な教育を

核家族や少子化、さらには都甫化環象が進行する中

が兄弟嫡妹と、あるいは異年齢交流により学び合う

し、親自体にも過保護や過干渉・放任などの問題が

を取り巻く環境に大きな変化が見鑓L毅・このよ

教育力の低下やしつけの欠如は、情報不安定、登校

会的働の堰加などの問題を生む醐のりともな

な現状の中で、家庭の教育力を高めるためには・家

能を活性化させることが大切です。そのためには、

絆を深め共感できるよう、親子で期の体験活動を

が大切です。親子でともに浮を流し、悩み、薯びを

うことで親も子も成長するのです。

子どもを生み育てることができるように、綬は出産

ついて自発的に学覆することが大切です。子は親を

’ん。子にとって親はかけがえのないものです。それ

1は子膏てに責任を持たなければならないのです。

1おける父親のはた
｝重要塗生を認、識する

　　　　　　　　　　　へこ切です。母親の繊　　　　＾y　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　）　　　　　　莞＾
＞見方、父親の幡以　　　　　　　　　　　》

ヲな物の見方があい

畦巖綴鞭監．へ　　醗　　八

　
県
民
一
人
一
人
の
生
涯

に
わ
た
る
霞
憲
的
・
自
発

的
な
学
響
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
察
内
各
市
町
村
、

教
鳶
施
設
を
支
援
．
◎
援
助

し
、
本
県
の
生
涯
学
習
の

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
三
隼
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
主
に
次
の
よ
う
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
施
設
や
指
選
者
、
地
域

　
の
活
動
状
況
を
獺
ら
せ

　
ま
す
。

　
・
学
習
簿
報
の
提
供

　
・
映
颪
、
ビ
デ
オ
、
視

　
　
聴
覚
機
材
の
提
僕

O
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
相

　
談
に
答
え
ま
す
。

　
・
学
習
相
談

　
・
子
育
て
電
話
相
談

o
実
り
の
あ
る
人
生
を
送

る
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

　
・
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ツ
ジ

○
よ
り
よ
い
生
涯
学
饗
を
広
げ
ま
す
、

生
涯
学
習
に
関
す
る
調
奮
、
研

　
究

○
生
涯
学
響
の
た
め
の
す
ぐ
れ
た
指

　
導
轡
を
養
成
し
ま
す
。

　
・
生
涯
学
習
に
関
す
る
研
修
会

▼
所
筏
地
　
　
新
潟
甫
｝
女
池
二
〇
六
六

▼
電
話
（
〇
二
五
）

　
　
　
二
八
鰻
…
六
一
一
〇

育
点
の

教庭
学
生

家
篶

　
　
　
　
　
き
§
き
馨
ミ

睾
～
§
～
£

騨
襲
一

図螺
暫

孫｝一まき鳥クロニクノレi・2　村上；春樹

小さな悪魔の背中の窪み　　竹内久美子

ハマコーの世の中間違っとる　浜磁毒一

歌わない笛　　　　　　　　　内晒康夫

心に残るとっておきの話　潮文社編集部

いまだ下山せず　　　　　　　泉康子

患巻にまなぶ　　　　　　　窟内美沙子

曙闇商人上・下　　　　　　　深顧祐介

小説遠山金四郎　　　　　　　童門冬二

はるさきのへび　　　　椎名誠
こころの臼曜β　　　　　　　菅野泰蔵

ああっ、夏休み　　　　　　　中海洋和

バスケットボール　その趨源と発展

　　　　　　　　　　　」・ネイスミス

女は死ななきゃ治らない　ビートたけし

町おこし心おこし　　　　　　　鈴木健二

みみずくの敵歩　　　　　　　五木寛之

五分後の世界　　　　　村朧
ブナ林に生きる　　　　　　　　太昭威
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F
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F
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裁囲糧：婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

難
鎌
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

松趨幽聴鑑蓬裳習慈轟嬢

公欝館欝3

事
業
案
内
轟
～
㌔

夏
の
太
陽
輝
く
大
厳
寺
蕩
原
で
露

と
た
わ
む
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
裸
建

の
雪
上
綱
引
、
い
わ
な
の
つ
か
み
ど

り
、
雪
上
早
飲
み
リ
レ
ー
、
雲
上
ス

イ
カ
割
り
リ
レ
肇
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
朔
籏

▼
時
間

▼
場
所

▼
問
禽

八
月
十
三
日
（
土
）

十
瞬
半
～
三
時
半

大
厳
寺
高
原

町
観
光
脇
会
3
畠
雛
1
↓

撹
例
と
な
り
ま
し
た
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
す
。
臼
ご
ろ
の
練
習
で

鍛
え
た
技
と
カ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

レ
ツ
ツ
　
・
ト
一
フ
イ
ノ
。

▼
“
期
臼
　
　
八
月
二
十
穴
R
ス
金
）

▼
会
場
　
購
罠
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
　
町
公
戻
館

　
こ
の
大
会
は
、
十
月
十
｝
霞
の
郡

大
会
（
松
代
町
で
開
催
）
の
予
選
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
チ
ビ
ッ
コ
大
集
合
！
親
子
映
画
の

夕
べ
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
登
場
し
ま

す
。
ア
ニ
メ
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ば

い
き
ん
ま
ん
」

　
天
真
ら
ん
ま
ん
な
町
医
巻
の
父
と

子
の
織
り
な
す
、
お
お
ら
か
な
愛
情

と
心
の
ふ
れ
合
い
を
ユ
…
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
描
い
た
「
ま
ぽ
ろ
し
の
四
番

バ
ッ
タ
ー
」
の
二
本
で
す
。

▼
期
絹
　
八
月
二
十
七
磁
（
土
）

▼
蒔
間
　
午
後
七
瞬
単
～
九
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

疑
’

6　
魯
（

●

①

　
　
　
　
　
　
漉

灘
糠
醸
蒙
豫
懸
鎌
畿
難
撫

　
鑛
辮
懸
鐵
糞
謙
．
F

郡
内
で
活
動
中
の
少
年
野
球
チ
ー

ム
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
自
球
を
追
い
ま

す
。
松
之
山
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
も
優

勝
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

▼
期
田
　
八
月
二
牽
八
臼
（
鷺
）

▼
会
場
　
安
塚
町

　
東
頸
城
郡
内
の
中
掌
生
が
賑
ご
ろ

考
え
て
い
る
溝
新
か
つ
建
設
的
な
意

見
を
熱
く
語
り
ま
す
。
最
優
秀
賞
受

賞
者
は
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▼
期
日
　
九
月
一
鷺
（
木
）

▼
会
場
　
松
代
中
学
校

O“
＼
ガ

っ
巻

9
竃

為
ト
雲

～塾

　
身
近
か
な
撫
野
草
が
さ
り
げ
な
く

飾
っ
て
あ
る
家
…
…
、
チ
ョ
ッ
ト
す

て
き
で
す
ね
。
特
溺
な
花
羅
な
ん
て

い
り
ま
せ
ん
。
コ
ッ
プ
や
お
猛
で
充

分
で
す
。
あ
な
た
も
今
回
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
田
　
九
月
六
田
（
火
V

▼
時
間
　
午
後
八
時
～
十
時

▼
会
場
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

　
　
　
K

い
つ
で
も
o

親
蕃
総
懸
灘
懸
鰹
、
鑛
饗

鰍
難
雛
無

す
。▼

朗
日
　
九
月
十
習
。
十
　
費

▼
会
場
　
大
厳
寺
高
原

▼
問
合
　
町
観
光
編
会
（
6
き
3
G
ー
き

▼
潔
込
公
民
館
へ

　
　
　
畿

蔑

　
九
月
の
自
然
体
験
教
室
は
秋
の
星

窒
を
観
察
し
ま
す
。
木
墨
を
は
じ
め

譜
惑
墨
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
星

座
な
ど
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
期
日
　
九
月
照
鷺
（
聞
）

▼
時
間
　
　
六
時
半
に
自
然
休
養
村
”
セ

　
　
　
ン
タ
ー
に
集
合

▼
観
察
場
所
　
大
松
山

　
バ
ス
を
利
胴
し
て
、
川
繭
町
、
十

日
騎
獅
、
中
量
村
、
津
南
町
の
史
跡
、

文
化
施
設
を
探
訪
し
ま
す
。
ガ
イ
ド

は
歴
史
教
室
の
関
谷
哲
郎
先
生
で
す
。

▼
鯖
日

▼
時
間

▼
集
合

▼
串
込

▼
〆
切

▼
費
胴

八
月
三
牽
照
（
火
）

午
葡
八
瞬
～
午
後
四
時

霞
然
休
養
村
セ
ツ
タ
ー
葡

公
鋭
館
（
6
，
、
2
2
6
5
）

八
月
二
十
二
繕
（
月
）

約
二
千
円

　　　　　　　　　一
平成6隼度
新潟県ジュニアリーダー研修

砂蛎づ漕匙

秀〉轟
2脚．．＼勅
欝慧ヲ

（
）

　
る

　
‘
膨

　
醜

　
ご

／
w

　
G
o

　
　
　
ク

さ0

平成6年8月1韻一8月2姻
　この砥修は、票内の小、中、高校生を

対象に、韓国でのグループワーク、祇会

見学・交歓会等の体験活動を行い、豊か

な国際牲・自主性・実践性を培い、り一

ダーとしての資質を高めることをねらい

として、累教奮委貴会が行うものです。

　松之山町からは、松之山中2年の小野

塚稔君が参癩します。頑張って、すばら

しい経験をしてきてほしいものです。

Σ
馨
馨
｛
読

ナー一嘘
　　　§

会生韓

受ける1

生涯学習コー

習の原点として、子供が人閥形成や社

活習慣の形成など最も基本的な教育を

核家族や少子化、さらには都甫化環象が進行する中

が兄弟嫡妹と、あるいは異年齢交流により学び合う

し、親自体にも過保護や過干渉・放任などの問題が

を取り巻く環境に大きな変化が見鑓L毅・このよ

教育力の低下やしつけの欠如は、情報不安定、登校

会的働の堰加などの問題を生む醐のりともな

な現状の中で、家庭の教育力を高めるためには・家

能を活性化させることが大切です。そのためには、

絆を深め共感できるよう、親子で期の体験活動を

が大切です。親子でともに浮を流し、悩み、薯びを

うことで親も子も成長するのです。

子どもを生み育てることができるように、綬は出産

ついて自発的に学覆することが大切です。子は親を

’ん。子にとって親はかけがえのないものです。それ

1は子膏てに責任を持たなければならないのです。

1おける父親のはた
｝重要塗生を認、識する

　　　　　　　　　　　へこ切です。母親の繊　　　　＾y　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　）　　　　　　莞＾
＞見方、父親の幡以　　　　　　　　　　　》

ヲな物の見方があい

畦巖綴鞭監．へ　　醗　　八

　
県
民
一
人
一
人
の
生
涯

に
わ
た
る
霞
憲
的
・
自
発

的
な
学
響
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
察
内
各
市
町
村
、

教
鳶
施
設
を
支
援
．
◎
援
助

し
、
本
県
の
生
涯
学
習
の

振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
平
成
三
隼
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
主
に
次
の
よ
う
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
施
設
や
指
選
者
、
地
域

　
の
活
動
状
況
を
獺
ら
せ

　
ま
す
。

　
・
学
習
簿
報
の
提
供

　
・
映
颪
、
ビ
デ
オ
、
視

　
　
聴
覚
機
材
の
提
僕

O
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
や
相

　
談
に
答
え
ま
す
。

　
・
学
習
相
談

　
・
子
育
て
電
話
相
談

o
実
り
の
あ
る
人
生
を
送

る
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

　
・
い
き
い
き
県
民
カ
レ
ツ
ジ

○
よ
り
よ
い
生
涯
学
饗
を
広
げ
ま
す
、

生
涯
学
習
に
関
す
る
調
奮
、
研

　
究

○
生
涯
学
響
の
た
め
の
す
ぐ
れ
た
指

　
導
轡
を
養
成
し
ま
す
。

　
・
生
涯
学
習
に
関
す
る
研
修
会

▼
所
筏
地
　
　
新
潟
甫
｝
女
池
二
〇
六
六

▼
電
話
（
〇
二
五
）

　
　
　
二
八
鰻
…
六
一
一
〇

育
点
の

教庭
学
生

家
篶

　
　
　
　
　
き
§
き
馨
ミ

睾
～
§
～
£

騨
襲
一

図螺
暫

孫｝一まき鳥クロニクノレi・2　村上；春樹

小さな悪魔の背中の窪み　　竹内久美子

ハマコーの世の中間違っとる　浜磁毒一

歌わない笛　　　　　　　　　内晒康夫

心に残るとっておきの話　潮文社編集部

いまだ下山せず　　　　　　　泉康子

患巻にまなぶ　　　　　　　窟内美沙子

曙闇商人上・下　　　　　　　深顧祐介

小説遠山金四郎　　　　　　　童門冬二

はるさきのへび　　　　椎名誠
こころの臼曜β　　　　　　　菅野泰蔵

ああっ、夏休み　　　　　　　中海洋和

バスケットボール　その趨源と発展

　　　　　　　　　　　」・ネイスミス

女は死ななきゃ治らない　ビートたけし

町おこし心おこし　　　　　　　鈴木健二

みみずくの敵歩　　　　　　　五木寛之

五分後の世界　　　　　村朧
ブナ林に生きる　　　　　　　　太昭威
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ゆ　　　　　　　　の

お知らぜ

…
・
0

健
康
テ
レ
フ
ォ
ン

　
　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
（
上
越
保
健
所
〉

◇
サ
蓑
ピ
ス
時
闘
帯

　
、
平
覆
　
隼
後
5
時
か
ら
翌
黛
午
蔚

8
聴
3
0
分
ま
で

　
土
・
鼎
曜
欝
・
筏
鷺
は
終
灘

※
瀧
記
以
外
の
蒔
間
帯
は
、
直
接
職

興
が
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
鶯
縫
2
5
S
（
2
3
〉
ー
3
屡
5

夏
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
8
／
”
～
8
／
2
0

　
夏
休
み
・
お
盆
を
迎
え
、
帰
雀
客

や
観
光
客
で
松
之
撫
聴
の
人
鷺
も
急

激
に
増
撫
し
、
火
を
取
り
扱
う
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期

に
お
け
る
「
火
災
の
防
止
』
を
轡
的

に
実
施
し
承
す
．

◎
仏
壌
の
鐡
り
か
ら
の
繊
火
跡
止
、

　
特
に
ロ
ー
ソ
ク
・
線
香
の
転
倒
に

濾
意
す
る
。

◎
子
供
の
火
遊
び
、
花
火
に
よ
る
火

（
松
之
出
分
遣
所
）

災
防
癒
．

　
花
火
を
す
る
鱒
は
、
必
ず
大
人
と

す
る
。

◎
台
漸
を
鎖
か
る
主
嬬
の
、
う
っ
か

り
や
、
不
濡
意
か
ら
の
嵐
火
防
蕉
。

⑪
風
の
強
い
時
は
屡
外
で
の
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
濾
慧
す
る
。

⑪
学
校
・
公
共
施
設
使
胴
後
の
火
の

元
確
認
を
徹
底
さ
せ
る
、

憂らの確　　　1
　「雪の写真」を　　　i

　　　　　　　　　　き　　　　探していますi

r
瞭
…
多
…
…
…
…
絢
ー
…
…
ー
…
i

蟻内、県外の小学4隼生に配慮する「雪

の読本」に使う写真を貸して下さる方

を探しています。

　章38豪欝、56豪雪など大雪の年の零1

　　真

　・雪崩など雲霧の写輿

　禦冠霧、雪マクリなど珍しい雪の理

　　象の写翼

　窃蒼ながらの雪圏の募らしの写真

　・子供たちの霧遊びの写真…など

＊写輿縫絹の際は提供蕎のお名髄を得

　記いたします。

＊写翼は後黛返鶴いたします。

噂肩末艮までに下記へ御運絡下さい。

　　干950新潟市新光町4－1
　　　新潟凝庁地域政策誤雪対策室
　　鶯（025）2＄5略5玉1㈹内線241幡

8・9月分
内　　　　容

月
赤ちゃんの心地よい眠り
のために

火
飲み物選びのヒ芳ヨ

水 心の健康。ストレス解溝

木 骨粗霧症ってなあに

金土縫 魚1こご脇　」

　　窃蒼ながらの雪圏の募らしの写真

　　・子供たちの霧遊びの写真…など

　＊写輿縫絹の際は提供蕎のお名髄を付

E　　記いたします。

　＊写翼は後黛返鶴いたします。

＠9肩末艮までに下記へ御運絡下さい。

i　　　干950新潟市新光町4－1
1　　　　新潟凝庁地域政策誤雪対策室

1　　鶯（025）2＄5略5玉1㈹内線2419番

一

U
タ
ー
ン
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内
（
ハ
？
7
ク
上
越
）

　
ハ
穏
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
U
タ
ー
ン

就
職
希
望
の
方
へ
の
構
報
提
俄
の
咽

環
と
し
て
、
U
タ
ー
ン
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
“
を
闘
縫
し
ま
す
。

　
な
お
、
U
タ
ー
ン
希
望
の
学
生
・

社
会
人
の
方
に
隈
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
参
舶
出
来
ま
す
．

＠
と
　
き

　
平
成
6
年
8
月
M
鷺
（
欝
）

　
　
午
繭
憩
瞬
～
午
後
4
蒔

　
平
成
6
年
8
月
焉
霞
倉
）

　
　
集
麟
鎗
購
～
午
後
壌
時

＠
と
こ
ろ

　
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
（
り
…

ジ
響
ン
プ
ラ
ザ
隣
〉

＠
催
し
物

　
企
業
懇
談
∬
ー
ナ
ー
ハ
約
60
後
。

M
撮
の
み
午
後
三
鋳
～
3
時
〉

　
求
人
傭
報
識
ー
ナ
ー
・
企
業
傭
報

コ
ー
ナ
ー
・
毒
町
柑
欝
報
灘
ー
ナ
ー
・

職
業
相
談
び
ー
ナ
ー
・
職
業
適
性
診

断
コ
ー
ナ
ー
　
　
e
t
C

＠
間
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
越

　
燈
0
2
5
5
（
2
3
〉
6
玉
2
1

　　瞥09　0

錨嬢無
惑有勲驚燐憩
4’、〃ゆ“舞

。畷銀　っ）

k’）

rノ「濠

9
月
9
日
、
急
の
日

転
～
覧
は
救
急
医
療
週
問
（
松
之
山
分
遣
所
）

　
救
急
の
藏
及
び
救
急
医
療
週
間
は
、

救
急
緩
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る

正
し
い
理
解
と
認
識
を
麟
幾
か
ら
深

め
て
も
ら
う
た
め
と
、
救
急
緩
療
関

係
鞍
の
慧
識
の
寓
揚
を
図
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
救
急
車
を
剰
驚
す
る
と
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②
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懲
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、
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。
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を
行
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と
、
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の
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命
率
が
格
段
に
高
ま
る
こ
と

が
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掌
的
に
も
鯛
ら
か
に
さ
れ
て
い

濠
す
。

　
救
急
講
響
会
の
闘
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に
つ
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の
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い
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せ
は
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遣
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で
。
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潟
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。
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。
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表
彰
さ
れ
る

趨波仁一郎さん

松之山町農業委員会
　　　　　委員一般選挙

　松之出購農業婁轟の任期満了にともない新しい農業婁興を選ぶ選

挙が行なわれます。

　投票霞は、次のとおりです。棄権しないよう投票してください。

匿垂郵9月6即火〉翻9月”日（鋤

平和と友好の祭典
　　　　　　　　長野オリンピック

　　　　　　★ボランティア募集★

○大会闘縷朗糊　平成短難2月7繕㈹～22撒鋤i6撫間

i募集締切り　　平成6葎9月3倉犠㈱
2応募単位　　　偲人濠たは麟俸・企業・学校・グループ（一癒欝人程

　　　　　　　度を考えているが、拘らない）
3旛舞資格　　　昭憩57葎4肩蕪i以蔚続生象津した人で、厳本語で鷺常会

　　　　　　　認ができる、人心鑓鯵の場禽は原則として隼齢麟隈なし

4濤動内容
（め業務（蜜込欝紀、第一鯖望から第三希望象で記入1

　1案内、接待、シャトルパス添乗　2資格認鍵籔の発行
　3改札　　　　　　　　　　　　護入場券、グッズ販売

　5場内整理　　　　　　　　　　　6場外整理
　7会場整備　　　　　　　　　　　　8会場、施設清掃　飽多種

　5応募『方法
　α1登録晦込轡期紙　上越薦教麿委員会漁務謙、繭出張漸・北患張漸

②提慧洗螺会先直雛たは郵送で、上越驚教脊魏会麟諜ヘ
　　　　　　　　マ343上越衛木磁玉丁穣！一3
　　　　　　　　燈025卜26－5玉U（内線謝、3玉3〉

温泉街一斉休業日

　　　のお知らせ
　松之出温泉街が一費体業します。蕨餓・飲食

1茜。温泉センターは休みとなりますのでお知ら

せします。

　ただし、　「毘宿ゆ」）しま」と「おふくろ館」

「バードガーデン」は嘗業し家す。

　ご迷惑をおかけし謹すが、ご理解とご協力を

お願＾いし蒙すひ

※この審、各蒙庭に配霧しました「松之出瞬疑

　カレンダー講では騒月6磯了βが一斉休叢と

　なっていましたので、お詫びします。

休業日

8月3旧術咀旧体）

‘5
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か
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は
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慧
す
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設
使
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後
の
火
の

元
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徹
底
さ
せ
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憂らの確　　　1
　「雪の写真」を　　　i

　　　　　　　　　　き　　　　探していますi

r
瞭
…
多
…
…
…
…
絢
ー
…
…
ー
…
i

蟻内、県外の小学4隼生に配慮する「雪

の読本」に使う写真を貸して下さる方

を探しています。

　章38豪欝、56豪雪など大雪の年の零1

　　真

　・雪崩など雲霧の写輿

　禦冠霧、雪マクリなど珍しい雪の理

　　象の写翼

　窃蒼ながらの雪圏の募らしの写真

　・子供たちの霧遊びの写真…など

＊写輿縫絹の際は提供蕎のお名髄を得

　記いたします。

＊写翼は後黛返鶴いたします。

噂肩末艮までに下記へ御運絡下さい。

　　干950新潟市新光町4－1
　　　新潟凝庁地域政策誤雪対策室
　　鶯（025）2＄5略5玉1㈹内線241幡

8・9月分
内　　　　容

月
赤ちゃんの心地よい眠り
のために

火
飲み物選びのヒ芳ヨ

水 心の健康。ストレス解溝

木 骨粗霧症ってなあに

金土縫 魚1こご脇　」

　　窃蒼ながらの雪圏の募らしの写真

　　・子供たちの霧遊びの写真…など

　＊写輿縫絹の際は提供蕎のお名髄を付

E　　記いたします。

　＊写翼は後黛返鶴いたします。

＠9肩末艮までに下記へ御運絡下さい。

i　　　干950新潟市新光町4－1
1　　　　新潟凝庁地域政策誤雪対策室

1　　鶯（025）2＄5略5玉1㈹内線2419番
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最
連
合
会
長
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
翻
の
表
彰
は
、
實
潤
波
さ
ん
が
永

無
紅
わ
た
り
入
権
擁
護
婁
輿
と
し
て

活
勲
し
て
こ
ら
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
．

　
入
権
擁
護
委
轟
の
仕
事
は
た
い
へ

ん
地
味
で
す
が
、
人
権
優
轡
・
土
地
。

建
物
・
家
庭
な
ど
礒
常
生
活
の
心
灘

ご
と
の
絹
談
に
鱒
じ
る
身
近
な
婁
興

き
ん
で
す
。

姦
部
門
簿
に
郡
展
欝
（
ま
点
）
、
奨

励
欝
（
3
点
以
内
）
を
選
考
し
、

　
寅
状
及
び
霞
最
を
授
与
し
豪
す
ウ

②
県
展
2
翻
以
上
の
入
選
餐
及
び

部
展
賞
2
隣
ま
た
は
、
郡
展
欝
を

　
倉
む
入
賞
3
圃
の
作
薯
は
無
鑑
奮

　
と
し
豪
す
。

▼
閣
い
含
わ
せ

松
之
由
購
公
艮
館

　
　
費
6
…
2
2
6
5

人
権
擁
護
委
員

高
波
仁
一
郎
さ
ん

表
彰
さ
れ
る

趨波仁一郎さん

松之山町農業委員会
　　　　　委員一般選挙

　松之出購農業婁轟の任期満了にともない新しい農業婁興を選ぶ選

挙が行なわれます。

　投票霞は、次のとおりです。棄権しないよう投票してください。

匿垂郵9月6即火〉翻9月”日（鋤

平和と友好の祭典
　　　　　　　　長野オリンピック

　　　　　　★ボランティア募集★

○大会闘縷朗糊　平成短難2月7繕㈹～22撒鋤i6撫間

i募集締切り　　平成6葎9月3倉犠㈱
2応募単位　　　偲人濠たは麟俸・企業・学校・グループ（一癒欝人程

　　　　　　　度を考えているが、拘らない）
3旛舞資格　　　昭憩57葎4肩蕪i以蔚続生象津した人で、厳本語で鷺常会

　　　　　　　認ができる、人心鑓鯵の場禽は原則として隼齢麟隈なし

4濤動内容
（め業務（蜜込欝紀、第一鯖望から第三希望象で記入1

　1案内、接待、シャトルパス添乗　2資格認鍵籔の発行
　3改札　　　　　　　　　　　　護入場券、グッズ販売

　5場内整理　　　　　　　　　　　6場外整理
　7会場整備　　　　　　　　　　　　8会場、施設清掃　飽多種

　5応募『方法
　α1登録晦込轡期紙　上越薦教麿委員会漁務謙、繭出張漸・北患張漸

②提慧洗螺会先直雛たは郵送で、上越驚教脊魏会麟諜ヘ
　　　　　　　　マ343上越衛木磁玉丁穣！一3
　　　　　　　　燈025卜26－5玉U（内線謝、3玉3〉

温泉街一斉休業日

　　　のお知らせ
　松之出温泉街が一費体業します。蕨餓・飲食

1茜。温泉センターは休みとなりますのでお知ら

せします。

　ただし、　「毘宿ゆ」）しま」と「おふくろ館」

「バードガーデン」は嘗業し家す。

　ご迷惑をおかけし謹すが、ご理解とご協力を

お願＾いし蒙すひ

※この審、各蒙庭に配霧しました「松之出瞬疑

　カレンダー講では騒月6磯了βが一斉休叢と

　なっていましたので、お詫びします。

休業日

8月3旧術咀旧体）
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ろ
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ん

4
T
v
番
組
で
大
活
躍

　
晦
蕎
＋
巻
、
薫
く
ろ
馨
皆

　
　
　
　
さ
ん
が
テ
レ
ど
粟
東
の
ク
イ
ズ
番
組

匪　
　
　
　
っ
ク
イ
ズ
断
か
わ
れ
ば
し
の
番
総
収

　
　
　
　
録
の
た
め
、
産
叢
謙
の
依
藤
薫
さ
ん

團　
　
　
　
と
上
東
愚
れ
豪
し
た
．

　
　
　
　
　
岡
番
組
は
出
鴬
艮
｝
さ
ん
、
纈
桝

圃　
　
　
　
ふ
み
え
さ
ん
湖
会
の
ク
イ
ズ
番
絹
で
、

　
　
　
　
今
翻
は
お
ふ
く
ろ
館
を
婚
め
全
麗
各

囲　
　
　
　
地
の
宿
が
紹
介
惑
れ
た
り
、
ク
イ
ズ

　
　
　
　
が
出
題
さ
れ
窪
し
た
。
番
組
の
申
で
、

固　
　
　
　
お
ふ
く
ろ
館
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の

　
　
　
　
そ
ば
や
つ
き
た
て
の
モ
チ
を
出
演
煮

團　
　
　
　
紅
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
儀
藤
さ
ん
と
私
は
、
ス
タ
ジ
オ
の

園
護
毫
も
や
ξ
あ
な

園　
　
　
　
い
キ
ネ
と
ウ
ス
で
モ
チ
つ
き
を
行
い

　
　
　
　
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
モ

　
　
　
　
チ
や
そ
ば
は
大
変
に
好
評
で
番
総
ス

タ
ッ
フ
や
ス
タ
ジ
オ
の
お
客
様
に
も

婁
ん
で
い
た
だ
き
濠
し
た
。

東
窟
事
務
所
の
ブ
ナ

　
　
猛
暑
で
大
ピ
ン
チ

　
囎
月
の
東
東
事
務
漸
養
僅
の
時
に

「
美
人
林
の
プ
ナ
の
苗
太
菰
を
畢
務

斯
紅
持
ち
込
ん
で
机
の
上
に
置
い
て

あ
り
ま
す
．
そ
の
後
、
苗
木
は
順
調

に
芽
吹
き
、
次
の
新
し
い
芽
吹
き
の

願
に
は
私
の
東
漿
勤
務
も
終
わ
り
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
．

長寿祇会セーフティー・ロ醐ド

　　　　作戦実施率／

お隼寄塗事故嬢多発移癒鱒灘嬬

護疑講）彫一叛を鷺糊濠移よう。

新潟県警察・i新潟県交還繋全協会

　
と
こ
ろ
が
、
巖
近
こ
の
ブ
ナ
が
ど

う
も
元
気
が
な
い
よ
う
で
（
写
翼
）
、

そ
の
畷
ま
で
持
つ
か
ど
う
か
心
配
し

て
い
ま
す
。
私
も
連
β
の
猛
暑
で
少

し
バ
テ
鐵
昧
で
す
．
ど
な
た
か
、
爾

方
と
も
発
餓
に
餓
復
さ
せ
る
方
法
を

御
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
（
東
窟
事
務
漸
　
橿
原
）

題謡二ξ
、二ξ

、

ビンク色のフジの花が朕いた

箪村疋孝湊ん竃（黒禽）の魔のフジの木に
花が咲き議した。それもピンクグ）フジの羅でト

す。花4〉付藩方も普段と少し違うようです。

フジは轡の花ですが、今鑛の連欝の猛暑によ

る異変でし濫うか。蘂轡さんは「こん癒こと

は、初めてです。喪いことがあるのか、悪い

ことがあるのか・・…・3と誕してい濠した。

町属の合需葉
町戻憲牽

昭稿3犀7月2娠毒綻

わたしたちは松之山町

罠ですゆ郷、土を愛し、み

ん蔽でよりよい晦づくウ

をしよう。

1、美しい緑と蟹の中で

　心豊か按人になろう

1、ブナの構が

　触れ合うように
　連帯の心をもとう

翌、湧きいづる

　温泉（ゆ）のように
　創造の力を編めよう

町の木ブナ
驚の騰　アカシ3ウビン
驚の花　シラネアオイ

短
歌

こ
の
家
に
使
ひ
継
が
れ
し
大
敏
に

　
　
　
　
　
今
年
も
梅
が
ほ
ど
よ
く
予
さ
る

器
量
よ
し
は
て
不
器
量
と
掘
り
出
さ
れ

　
　
　
　
　
豊
年
い
も
は
豊
年
万
作

今
朝
も
ま
た
き
り
き
触
晴
れ
る
大
陽
に

　
　
　
　
　
地
上
の
も
の
は
み
な
う
な
だ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊

（
栄
屋
）

ま
つ
の
や
ま
文
芸

⑪皆さんのご寄稿をお待ちしております

‘7

上越地域消防事務総合では、単成7

年度採朗の消防職員を募集しています。

裟職種及び採用予定人員1

消防吏員　男子　8人程度

授験資樹

①掌歴及び年齢

昭和43年屡月2田以隣に生まれた餐

で、高等学校以上を卒業した者、また

は平成7年3月に卒業見込みの餐。

②身体基準

身長一欝Oc調窪以上、体重一55㎏以上、

胸翻一一身長の概ねユ／2以上、槻カー

爾眼とも裸膿視力o．3以上を有し、色

覚正常、聴カー左右正常

【試験賃及び会場肇（第一次試験）

○平成6年9月路賃㈹

○上越地域溝防事務緯含瀬防本部（上

越覆北城町玉丁目路一1）

｛合格発表1

平成6葎10月上旬、受験者全員に合・

否を通知します。

なお、第二次試験は第一次試験合格

者に期臼、場斯を通知し面接試験を実

施します。

【受付期則

平成6隼8月鎗a㈱から8月24日㈱まで

【受験串し込み驚紙の交醤1

　消防本部及び消防署、分遣漸

※蕎校在学者は学校駈定の罵紙を使胴

【問い合わせ先】

　漬防本部総務諜企爾人事係

　　費0255㈲1199

票民の甕活を守る、正義感あふれる

i着者を募集します。

【採穏試験受付期間Σ

7月6鐵伽から8月三9臼働

曇第一次試験β】

9月18β（臼）

1採驚予定人員肇

男子警察B　12人程度

婦人警察B　3入程度

優験資樹

昭租42奪4月2段から昭和52隼4月

1田までに盆まれた養。

ただし、学：校教育法による；大学〈籏

鰯大学を除く〉を卒業した考及び平成

7年3月3玉日までに卒業する見込みの

者を除きます。

｛願書・問い会わせ】

警察署・駐在漸へ

あなたも　（Uターン者を含む』〉テク

ノスクールで専門的職業能力を身に付

けませんか。

憐集糊ホテルビジネス科（20名〉

（定員〉　O　A事務科（20名）

　　　自動車整備科（25名〉

1応募資格猛高等学校卒業者（来年3

月卒業見込みの人も含む〉以上で30歳未

満の人

【選考田平成6隼沁月20臼㈲

募集
叢受付期悶】平成6年9月13臼㈹から平成6

年玉0月4田㈹まで

【選考方法1国語1、数学玉及び面接

※詳しくは県立上越テクノスクール

　80255⑳35§6

1受付期剛

学校8月三9臼鰯から9月2目働
大学校　9月王θ休1から9月王3Eiψぐ

授験資樹
昭和46年4月25以降（大学校は、昭和49

年4月2目以降〉に生まれた方で、高等学校

を卒業した者及び平成7年3月に卒業の見込

みの煮。

専門学校の第3学年修了した者及び平成7

年3月に修了の見込みの者。

または、同等の資格があると認められた者。

【採罵予定鋤

！挙　校　船舶運航システム　約85名

　　　情報システム　　　約50名

　　　海洋科学　　　　　約篶名

大掌校　　　　　約50名

搬　判
学生採馬当初から給与が支払われるほか、

扶養・期末・勤勉などの諸手当があります。

蒙間い合わせ先馨

上越市港町王丁目1王一2G

直江津銃跨標識事務駈費0255㈲4210

　
園
民
葎
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
撫
入
し
、
保
険

料
を
納
め
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
隼
金
を
受
け
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
期
間
を
禽
わ
せ
三
ギ
五
年
以
上
な
2
、
受
給

資
格
期
闘
が
満
た
さ
れ
ず
、
年
金
を
受
け
る
資
格
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
て
も
、
保
険
料

の
免
除
期
問
や
未
納
期
間
が
あ
る
と
そ
の
分
、
年
金
額
が

減
額
さ
れ
、
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
國
罠
年
金
に
は
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
任
意
加
入
し
た
場
含
の
保
険
料
額
は
一
般
の
人
た
ち
の

保
険
料
と
岡
額
で
す
。
隼
金
の
受
給
資
格
を
確
保
し
た
り
、

よ
り
満
額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
た
め
、
任
意
加
入
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
、
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
町
役
場
か
社
会
保
険
事
務
斯

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
町
役
場
住
蔑
諜

　
　
燈
6
－
3
1
3
入
内
線
5
4
）

　
上
越
樵
会
保
険
事
務
所

　
　
費
0
2
5
5
；
2
4
…
4
ユ
玉
1

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
鉦
意
撫
入
で
き
ま
す
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ス
で
モ
チ
つ
き
を
行
い

　
　
　
　
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
モ

　
　
　
　
チ
や
そ
ば
は
大
変
に
好
評
で
番
総
ス

タ
ッ
フ
や
ス
タ
ジ
オ
の
お
客
様
に
も

婁
ん
で
い
た
だ
き
濠
し
た
。

東
窟
事
務
所
の
ブ
ナ

　
　
猛
暑
で
大
ピ
ン
チ

　
囎
月
の
東
東
事
務
漸
養
僅
の
時
に

「
美
人
林
の
プ
ナ
の
苗
太
菰
を
畢
務

斯
紅
持
ち
込
ん
で
机
の
上
に
置
い
て

あ
り
ま
す
．
そ
の
後
、
苗
木
は
順
調

に
芽
吹
き
、
次
の
新
し
い
芽
吹
き
の

願
に
は
私
の
東
漿
勤
務
も
終
わ
り
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
．

長寿祇会セーフティー・ロ醐ド

　　　　作戦実施率／

お隼寄塗事故嬢多発移癒鱒灘嬬

護疑講）彫一叛を鷺糊濠移よう。

新潟県警察・i新潟県交還繋全協会

　
と
こ
ろ
が
、
巖
近
こ
の
ブ
ナ
が
ど

う
も
元
気
が
な
い
よ
う
で
（
写
翼
）
、

そ
の
畷
ま
で
持
つ
か
ど
う
か
心
配
し

て
い
ま
す
。
私
も
連
β
の
猛
暑
で
少

し
バ
テ
鐵
昧
で
す
．
ど
な
た
か
、
爾

方
と
も
発
餓
に
餓
復
さ
せ
る
方
法
を

御
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
（
東
窟
事
務
漸
　
橿
原
）

題謡二ξ
、二ξ

、

ビンク色のフジの花が朕いた

箪村疋孝湊ん竃（黒禽）の魔のフジの木に
花が咲き議した。それもピンクグ）フジの羅でト

す。花4〉付藩方も普段と少し違うようです。

フジは轡の花ですが、今鑛の連欝の猛暑によ

る異変でし濫うか。蘂轡さんは「こん癒こと

は、初めてです。喪いことがあるのか、悪い

ことがあるのか・・…・3と誕してい濠した。

町属の合需葉
町戻憲牽

昭稿3犀7月2娠毒綻

わたしたちは松之山町

罠ですゆ郷、土を愛し、み

ん蔽でよりよい晦づくウ

をしよう。

1、美しい緑と蟹の中で

　心豊か按人になろう

1、ブナの構が

　触れ合うように
　連帯の心をもとう

翌、湧きいづる

　温泉（ゆ）のように
　創造の力を編めよう

町の木ブナ
驚の騰　アカシ3ウビン
驚の花　シラネアオイ

短
歌

こ
の
家
に
使
ひ
継
が
れ
し
大
敏
に

　
　
　
　
　
今
年
も
梅
が
ほ
ど
よ
く
予
さ
る

器
量
よ
し
は
て
不
器
量
と
掘
り
出
さ
れ

　
　
　
　
　
豊
年
い
も
は
豊
年
万
作

今
朝
も
ま
た
き
り
き
触
晴
れ
る
大
陽
に

　
　
　
　
　
地
上
の
も
の
は
み
な
う
な
だ
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊

（
栄
屋
）

ま
つ
の
や
ま
文
芸

⑪皆さんのご寄稿をお待ちしております

‘7

上越地域消防事務総合では、単成7

年度採朗の消防職員を募集しています。

裟職種及び採用予定人員1

消防吏員　男子　8人程度

授験資樹

①掌歴及び年齢

昭和43年屡月2田以隣に生まれた餐

で、高等学校以上を卒業した者、また

は平成7年3月に卒業見込みの餐。

②身体基準

身長一欝Oc調窪以上、体重一55㎏以上、

胸翻一一身長の概ねユ／2以上、槻カー

爾眼とも裸膿視力o．3以上を有し、色

覚正常、聴カー左右正常

【試験賃及び会場肇（第一次試験）

○平成6年9月路賃㈹

○上越地域溝防事務緯含瀬防本部（上

越覆北城町玉丁目路一1）

｛合格発表1

平成6葎10月上旬、受験者全員に合・

否を通知します。

なお、第二次試験は第一次試験合格

者に期臼、場斯を通知し面接試験を実

施します。

【受付期則

平成6隼8月鎗a㈱から8月24日㈱まで

【受験串し込み驚紙の交醤1

　消防本部及び消防署、分遣漸

※蕎校在学者は学校駈定の罵紙を使胴

【問い合わせ先】

　漬防本部総務諜企爾人事係

　　費0255㈲1199

票民の甕活を守る、正義感あふれる

i着者を募集します。

【採穏試験受付期間Σ

7月6鐵伽から8月三9臼働

曇第一次試験β】

9月18β（臼）

1採驚予定人員肇

男子警察B　12人程度

婦人警察B　3入程度

優験資樹

昭租42奪4月2段から昭和52隼4月

1田までに盆まれた養。

ただし、学：校教育法による；大学〈籏

鰯大学を除く〉を卒業した考及び平成

7年3月3玉日までに卒業する見込みの

者を除きます。

｛願書・問い会わせ】

警察署・駐在漸へ

あなたも　（Uターン者を含む』〉テク

ノスクールで専門的職業能力を身に付

けませんか。

憐集糊ホテルビジネス科（20名〉

（定員〉　O　A事務科（20名）

　　　自動車整備科（25名〉

1応募資格猛高等学校卒業者（来年3

月卒業見込みの人も含む〉以上で30歳未

満の人

【選考田平成6隼沁月20臼㈲

募集
叢受付期悶】平成6年9月13臼㈹から平成6

年玉0月4田㈹まで

【選考方法1国語1、数学玉及び面接

※詳しくは県立上越テクノスクール

　80255⑳35§6

1受付期剛

学校8月三9臼鰯から9月2目働
大学校　9月王θ休1から9月王3Eiψぐ

授験資樹
昭和46年4月25以降（大学校は、昭和49

年4月2目以降〉に生まれた方で、高等学校

を卒業した者及び平成7年3月に卒業の見込

みの煮。

専門学校の第3学年修了した者及び平成7

年3月に修了の見込みの者。

または、同等の資格があると認められた者。

【採罵予定鋤

！挙　校　船舶運航システム　約85名

　　　情報システム　　　約50名

　　　海洋科学　　　　　約篶名

大掌校　　　　　約50名

搬　判
学生採馬当初から給与が支払われるほか、

扶養・期末・勤勉などの諸手当があります。

蒙間い合わせ先馨

上越市港町王丁目1王一2G

直江津銃跨標識事務駈費0255㈲4210

　
園
民
葎
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
撫
入
し
、
保
険

料
を
納
め
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
隼
金
を
受
け
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
期
間
を
禽
わ
せ
三
ギ
五
年
以
上
な
2
、
受
給

資
格
期
闘
が
満
た
さ
れ
ず
、
年
金
を
受
け
る
資
格
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
て
も
、
保
険
料

の
免
除
期
問
や
未
納
期
間
が
あ
る
と
そ
の
分
、
年
金
額
が

減
額
さ
れ
、
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
こ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
、
國
罠
年
金
に
は
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
任
意
加
入
し
た
場
含
の
保
険
料
額
は
一
般
の
人
た
ち
の

保
険
料
と
岡
額
で
す
。
隼
金
の
受
給
資
格
を
確
保
し
た
り
、

よ
り
満
額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
た
め
、
任
意
加
入
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
、
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
町
役
場
か
社
会
保
険
事
務
斯

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
町
役
場
住
蔑
諜

　
　
燈
6
－
3
1
3
入
内
線
5
4
）

　
上
越
樵
会
保
険
事
務
所

　
　
費
0
2
5
5
；
2
4
…
4
ユ
玉
1

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
鉦
意
撫
入
で
き
ま
す
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松之出から繊界の人々に

　婁こんでもらえるハーざ・ソフトを

　コンピューター周辺機盤の開発と製造、販売を行ってい

るリュウド㈱さん。現在、従業興数はパートを含めて9名。

機雛の聡発は、長岡帯内にある闘発室で行われており、こ

こでは協力会祇で纏み立てられてきた製品を検奮機にかけ

て、それを箱詰めし自縫ブランド商品として患荷している

そうです。商品の種類は約鎗種。

　「ここでは、都会に比べ溝報量が少ないですが、洩文など

はFAXで入るし、また宅急便だと翌8には懸圏まで届き

濠す。競争力のある商品を作れぱ松之嬢でも十分やって行

けますよ。」と長沢さんは議していました。

灘漿建体臼
甑 1温泉センター1翠の湯

8月 休無－斜日
　
の

25
日

　
　雪

日

璽

9月1佃22日1塑痂

駄 亀

おめ罎驚鰻鱒

遼平ちゃん　轟澤利昭さんの長男

　　　　湯本（谷／ 6・7・王7

毒《鞄融《羅瀞
　　　　　　　　　　〈－死亡年月鶏）
小野塚金平さん　85歳
　　　　　．ヒ蝦池（下段〉　6・7・6
樋撫稲場さん　　　35歳

　　　　　．兎鶯（堂の前）　6・7・9
小野塚熊美蜘さん80歳

　　　　　東趨（長太郎）　6り7弓3
相鐙俊二さん　　63歳

　　　　　大瀧葦〈牝原〉　6・7・絡
小野塚二さん　　 83歳
　　　　　五畦一ヨ乙1讐z　（鹸｝）　　　6　◎　7　530

※7月王摺から31田までの罷出分ですぴ

※広報に載せてほしくない方は．羅出のとき

　に窓口にお譜しください、

大変なさいばん

　3　年
出岸奈々さん

（湯本玉械屋）

蝋

懇
饗
霧

　4　年
佐藤愛等さん

（天水越平七〉

どんぐりが怒ったり、いぱった

りしている様子が表われるように1

表蒲を工夫しました。

山ねこは、目やつめでこわそう

にしました“

　　　温泉まっりで楽しかったこと

周！）の様子の黄緑色をぬるとき、うでの間などを

ていねいにぬるのが大変でした。

だけど、顔の衰構がうまくできたと思います、，
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今月号の衰紙

今月は、松之山撚糸工場（猪之

燃）さんへお那魔しました。

環在、手描を行っている方は全

興で8名。そのうち、象脚）都合
で自…宅でやっている方が5犠いる

そうです。絵桶には「花」や「蝶」

などが描かれ、とても難やかで、

濠たとても楽しい勢囲気の職場で

した。つい私も長屠をしてしまい
霧した．お忙しい中、取材にご協

力いただき精り難うござい窪した。
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編
集
後

　
　
七
月
は
記
録

　
量
で
し
た
。
そ

　
年
寄
り
の
皆
さ

　
た
だ
い
た
サ
ル

　
も
の
年
の
よ
う

　
色
”
に
な
り
ま

　
の
た
め
に
も
、

　
い
も
の
で
す
。

　
で
頑
張
っ
て
い

　
ボ
ー
ル
を
楽
し

　
り
の
皆
さ
ん
で

　
J
A
大
会
当
鷺

　
し
た
が
、
皆
さ

　
し
て
い
ま
し
た

　
少
し
の
時
間
で

　
さ
紅
ダ
ウ
ン
し

ー

己量口的
に
少
な
い
降
水

の
た
め
、
春
に
お

ん
か
ら
嬉
え
て
い

ビ
ア
の
花
が
い
つ

・
に
鱗
や
か
な
“
赤

せ
ん
。
サ
ル
ビ
ア

十
分
な
雨
が
ほ
し

▼
こ
の
暑
さ
の
中

る
の
が
、
ゲ
ー
ト

ん
で
い
る
お
隼
寄

す
。
二
十
六
臼
の

も
大
変
な
猛
暑
で

ん
平
餓
で
プ
レ
ー

。
私
な
ど
ほ
ん
の

し
た
が
、
そ
の
暑

て
し
豪
い
ま
し
た
。

女1，855人（0〉

世帯数1，166戸（＋1）

（〉内は葡月との比較
．．ノ
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